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Ｒ―１
○　東宝マーク　

○　日テレマーク

○　ロボットマーク

１　アバン
漆黒のスクリーンの中、臨時ニュースを知らせるチャイムが鳴り、ラヂオ放送の声が聞こえる。

アナウンサーの声「臨時ニュースを申し上げます、臨時ニュースを申し上げます。大本営陸海軍部、十二月八日、午前六時発表。帝国陸海軍は、本八日未明、西太平洋において、　　　アメリカ、イギリス軍との平和条約の締結に合意せり。　　これにより、第二次世界大戦は回避されました」

２　帝都
字　幕『第二次世界大戦の無かった世界』
　　　　　　映し出される飛行船。飛行船から軍警のオートジャイロが出て、併行飛行する。

字　幕『日本は、明治時代から続く《華族制度》によって
《上層階級》《下層階級》と二極化した格差社会が生まれていた』

キャメラがオートジャイロを追いかけると、下層階級の住宅街が映し出される。

字　幕『職業変更の禁止。恋愛の自由も無く
　　　　結婚は同じ身分でのみ許された』

下層階級の住宅街から工業地帯へ進むオートジャイロ。

　　　　　　工業地帯を抜けると、上層階級の住む帝都の中心へ。

字　幕『１９４９年―日本・帝都』
　　　　　　そこにそびえ立つ黒い帝都タワー。

３　汎太平洋学術会議場
ニコラ・テスラ博士の写真を背負って、語っている八木博士。

八木博士「かつて、発明王エジソンと共に、ノーベル賞候補にもなったニコラ・テスラ博士が、生涯を通じて研究していたのが、無線送電システムであります。えーこれが、テスラ博士が自ら制作した無線送電装置、いわゆるテスラ装置の模型であります」

八木博士、マイクを持ち、前へ進み出る。

八木博士「仕組みを簡単に説明しますと、通常、電気を送るのに、我々はこのように送電線を使っておりますが」

八木博士、電線のついている電球を持ち上げ示す。

八木博士「この装置の場合」

八木博士、聴衆席の中心にある台へ近付きながら合図を送ると、会場が薄暗くなる。助手へ合図を送る八木博士。

助手が、模型の電源を入れると、轟音と共にタワーのてっぺんから激しい稲妻の様な放電が発生する。

観客達「（どよめき）」

助手、タイプライターの様なものを操作し、座標を打ち込む。

すると、ポジションに立った博士の右手に持った白熱球に灯りが点る。

観客達「（感嘆の声）」

八木博士「このように、座標を打ち込むだけで、電線の必要もなく、世界中のどこへでも、電気を送ることが出来るのです。これが実用化されれば、世界的エネルギー革命が…ん？」

八木博士、助手がまだタイプライターを打っているのに気付く。

八木博士「君……」

助手、エンターキーを押す。

すると、会場内のシャンデリアの鎖が爆破して、落下する。

助　手「（高笑い）」

八木博士「な、何をしているんだ！」

助手を止めようとする八木博士。

助手、座標を打ち込むと、八木博士のすぐ側にエネルギーを落とす。

八木博士「（悲鳴）」

八木博士、爆風に飛ばされたようにぶっとぶ。

出口へ向かう聴衆でパニックになる会場。

助手、笑いながらテスラ装置の模型の前へ進むと、どこからともなく出現したマントを翻す。

すると、そこから、仮面を付けた怪人二十面相が現れる。

観　客「怪人二十面相だ！」

観客の一人が叫ぶ。

二十面相「（笑って）テスラの模型は戴く」

二十面相、そういうと、大きな布を広げ、模型とコントロール装置、そして、自らをもその布で覆い隠す。

布が、床に落ちると、二十面相の高笑いを残して、全てのものが忽然と消えている。

· タイトル　『Ｋ—２０　怪人二十面相・伝』
４　学会会場・入り口・ホール〜階段
名探偵・明智小五郎と助手の小林芳雄がやってくる。

報道陣に囲まれると、記者達が矢継ぎ早に質問を投げかける。

記者Ａ「今回は財宝じゃないようですが……」

記者Ｂ「羽柴財閥の葉子さまとのご婚約を控えて、お気持ちは？」

報道陣は、入り口で軍警に止められる。

浪越警部の声「明智先生！　小林くん！」

明　智「やあ、浪越警部」

浪越警部「お忙しいところ、恐縮です」

明　智「今度は何が盗まれたんですか？」

その様子を陰で伺っている黒い服の背の高い男。

黒い服の男「……」

５　同・内
現場検証を行っている軍警。
浪越警部と共に現場に入る明智と小林。

現場では、怪人二十面相を表す、符牒「Ｋ—２０（ケイニイマル）」という単語が飛び交っている。

浪越警部「見てください、メチャメチャですよ。二十面相、盗んだ模型を使って、また何かしでかすつもりですかね？」

明　智「講演していた八木博士は？」

浪越警部「病院です。落雷にあった様な火傷を負ってます。本物の助手は、控え室のロッカー内で見つかり、今、事情聴取を受けています」

刑事の一人が、浪越にマスクを手渡す。

刑　事「Ｋ—２０の遺留品です」

浪越警部「ああ」

浪越、そのマスクを明智に見せながら、

浪越警部「これは、二十面相が残していった変装用のマスクです」

明　智「また、変装か」
小　林「先生。僕、八木博士に会ってきます」

立ち去る小林。

浪越警部「はあ、ちっ」

６　グランドサーカス・外観（夕方）
夕景の広場にぽつんとテントが立っている。

グランドサーカスとは名ばかりの小さなサーカス。

７　同・内（夕方）
曲芸手妻師・遠藤平吉が、下層階級の子供達の前でショーを繰り広げている。平吉のショーは撃たれる矢をアクロバティックに避けていくショー。

南部の声「これこそ神業、グランドサーカス自慢の花形、遠藤平吉に、割れんばかりの拍手をお送り下さい」

　　　　　　舞台へ進み出る南部。

南　部「続きましてご披露致しますのは、飛ぶ矢よりも早く体を回転させる、命がけの超絶技巧。皆様方、一瞬たりともお見逃しの無いよう、お願い致します」

集中を高める平吉。矢を撃つ準備をするシンスケ。

平吉が飛び降り、シンスケが矢を放つと、回転する

平吉を矢が追いかける。

平吉は見事に着地台に飛び乗ったと思われたが、観

客の子供が、平吉の腹に矢が刺さっているのを見つ

ける。
子　供「刺さってる！」

気を失い、台から落ちる平吉。

観客達「あ～！」

どよめく観客達。

担架を持って駆けつけるピエロ。うめく平吉。
南　部「大変だ！　早く運び出せ！　早く！　大変な事になったぞぉ！」

担架に乗せられ、運び出される平吉をピエロが誤って落としてしまうと、平吉の姿は消え、沢山の鳩が飛び立つのだった。

そして、舞台の上から再び会場に姿を現す平吉。

南　部「皆様方、いかがだったでございましょうか。変幻自在のこの技。お送りしたのは、日本一の曲芸手妻師、遠藤平吉でございます。今一度、大きな拍手をお送り下さい」

熱狂的な拍手。

８　グランドサーカス・楽屋（夕方）
ショーを終えて戻ってくる平吉。

興奮しているサーカスメンバー達が迎える。

サーカスのメンバーが、次々に来て平吉に賛辞を送ると、舞台へと飛び出していく。

しかし、平吉は皆を無視して鳩置き場へ向かう。

シンスケ「すごいよ！　平吉にいちゃん！」

源　治「やったな、平吉！」

平　吉「……」

平吉、鳩置き場を見て、全羽無事なのを確認する。

平　吉「（ほっとして）あぁ良かった、みんな無事で」

と、背後から南部竜一の声がかかる。

南部の声「平吉」

平　吉「南部センセ」

南　部「お前、鳩の心配もいいが、みんな新しい技の成功を喜んでんだから……」

源　治「そうだよ、俺のカラクリうまく作動しただろ？」

平　吉「あ、そうだった」

源　治「そうだったじゃなくて、ありがとうだろ？　普通」

南　部「まったく、ゴホッ」

と、咳き込む南部。

シンスケ「センセ」

南　部「（咳き込みながら）ああ、大丈夫大丈夫」

平　吉「……」

（心配する平吉の顔に、次のシーンの声がかかる）

シンスケの声「南部センセ、大丈夫かな？」

９　同・楽屋（時間経過・夜）
ミカンを剥いている平吉とそばに座るシンスケ。

少し離れたところでは、源治がカラクリの修理をしている。

平　吉「んー。お医者診せないとな」

シンスケ「でも、お医者ってうーんと、金がかかるんでしょ？　俺たち、食っていくのも精一杯なのに……いっそ、泥棒にでもなろうかなぁ」

シンスケを叩く平吉。

平　吉「ばぁか、何言ってんだよ。そんなのダメだよ」

シンスケ「だって、俺たちってさ。いくら働いても結局は貧乏なんだよ。一生、サーカスでさ」

平　吉「……」

シンスケ「どんなに頑張っても、上の階級にはなれないし、結局、なんにも変わらないんだよ」

平　吉「……」

南部の声「そんなこと無いぞ」

と、南部がやってくる。
南　部「シンスケ。いつか、こんな不公平な世の中は終わってしまうさ。人がおろそかにされるような社会は、長続きしない。いずれ終わる。そのときはシンスケ、平吉、お前達が新しい世界を作っていくんだ」

源　治「……」

平　吉「……」

南　部「（優しく）諦めるんじゃないぞ。諦めなければ、どんな願いも必ず叶うさ。諦めたときが、最後なんだ」

シンスケ「……南部センセ」

南部、平吉に向き直ると、

南　部「平吉」

平　吉「？」
南　部「お客さんだ」

平　吉「？」

平吉、南部が示した方を見ると、顔に傷のある男が一人立っている。

謎の紳士「（拍手をして）ブラボー、ブラボーですよ。平吉さん！」

１０　同・平吉のテント（夜）
名刺を受け取る、平吉の手。

名刺には、『殿村弘三』という名前と、雑誌『事件実話』と書かれている。

平吉の声「『事件実話』？」

謎の紳士「カストリ雑誌です」

平　吉「カストリ……」

謎の紳士「あなたの身のこなしを見込んでの事なんですが。今度行われる、羽柴財閥の跡取り、葉子さまと、名探偵・明智小五郎氏の結納の様子を、カメラで撮って来て欲しいんです」

カメラを取り出す謎の紳士。

平　吉「俺が？」

謎の紳士「ええ。お願いします。あなたにしか出来ないんです。お礼は、充分させてもらいます」

平　吉「お礼？」

謎の紳士「……」

謎の紳士、平吉の目をじっと見ながら、鞄の中からよれよれの札束を出す。

謎の紳士「南部先生、お悪いんでしょう？」

平　吉「……」

１１　明智邸・外観（夜）

１２　同・明智の書斎（夜）
ツングース隕石が残したと言われる、巨大な痕跡の写真が映し出されたスクリーンの前で話す小林。

小　林「これは、１９０８年にシベリアで起きた、原因不明の大爆発の痕跡です。いわゆる、ツングースカ大爆発と呼ばれているものです」

小林、シベリアの地図を映し出す。

爆心地と３０キロの円、千キロの円が描かれている。

小　林「この爆発によって、半径３０キロに渡って森林が炎上し、千キロ離れた家の窓硝子も割れたと言われています。この爆発は、テスラが行った、エネルギー転送実験のあとだという噂があるんです」

明智、聞いている。

小　林「そして、見てください。爆心地を視察している人々の中に……」

と、小林、もう一枚写真を替える。

ツングース平原で、爆心地を視察している男が写っている。

ズームして寄った写真に切り替わる。

明　智「去年亡くなった羽柴公爵じゃないか？　羽柴家が関係しているのか？」

小　林「実はですね。石油王である羽柴壮太郎氏は、将来、石油に替わるエネルギーとして、テスラの装置に興味を持ったらしく、一時期、出資をしていたんです」

テスラの写真を映す小林。

明　智「……」

小　林「テスラが亡くなった後、器材を全て買い取り、それを使って……」

明　智「（遮って）壮大だな。だが、君も知っての通り、私は公爵がご存命の頃から、頻繁に羽柴家に出入りしているが、そんな話は聞いたことが無い」

小　林「……八木博士が嘘を言ってなければ、真実ですよ」

明　智「それで？　君の結論は？」

小　林「二十面相の本当の狙いは、テスラ装置そのものなんじゃないでしょうか？」

明　智「その装置で、奴は何をしようとしてるんだ？」

小　林「兵器ですよ」

明　智「兵器？」

小　林「そうです！　多分、二十面相は兵器としてテスラ装置を狙ってるんですよ！」

明　智「……」

小　林「先生、一刻も早く二十面相を捕まえないと」

明　智「その完成した装置はどこにあるって？」

小　林「それが、八木博士も知らないんです」

明　智「知らない？」

小　林「引き続き、調べてみます」

と、電話が鳴る。

明　智「（出て）はい、もしもし？」

１３　軍警（夜）（以下、適宜カットバック）
浪越警部「明智さん、テレビを見てください！」

アナウンサーの声「怪人二十面相の予告状が送られてきました」

明　智「小林くん、テレビを」

小林、テレビをつける。

アナウンサー「予告状が送られてきました。これが、その正真正銘の予告状です。読み上げます。名探偵、明智小五郎の結納の儀、当日。羽柴財閥が持つ、ブリューゲルの『バベルの塔』を頂戴する」

浪越警部「明智さん、どうしますか？　結納の儀は延期に？」

明　智「二十面相ごときの為に？　（鼻で笑って）馬鹿馬鹿しい。絵画を式場に持ち込んで、一気に捕まえてしまいましょう。手間が省けます」

浪越警部「いやぁしかし、そんなおめでたい席で……」

明　智「私が大丈夫だと言ってるんですよ。その代わり、警護の方はよろしく頼みますよ」

浪越警部の声「はい」

明智、電話を切る。

小　林「先生、大丈夫ですか？」

明　智「当たり前だ」

小　林「最近、先生の周りを黒い服の男がうろついているので、余計に心配なんです」

明　智「黒い服の男？　顔は？」

小　林「いえ、それが、はっきりとは……。二十面相でしょうか？」

　　　　　　煙草に火を点ける明智。

明　智「……」
Ｒ―２

１４　羽柴財閥ビルヂング・外観（日替わり）

１５　同・最上階・ガラスドームの外
黒い服を着た平吉、最上階にたどり着くと、ガラスドーム越しに中を窺う。

平　吉「（息づかい）」

１６　同・ホール
羽柴財閥ビル、最上階。平吉が窓に張り付き、様子

を窺っている。

ガラスで出来た天井の下には、巨大なホールがある。

組木細工で作られた、美しい模様の床。

そこには、結納の儀に合わせて祭壇が設られている。

祭壇の背後には、防弾ガラスのケースに収められたブリューゲルの絵画。

大勢の着飾った、華族の参列者。

祭壇の前には、司祭と正装の明智小五郎。

司祭の開始の声と共に結納の儀が始まる。

司　祭「これより、公爵羽柴家長女葉子と、男爵明智小五郎両家の、ご結婚の約を為すための、結納の儀を、執り行います。新婦、入場」
少し離れた所には小林と浪越警部がいる。

全ての出入り口は、軍警に塞がれている。

着飾った華族達が居並ぶ中、ベールで顔を隠した羽柴葉子が現れる。

葉　子「……」

１７　同・ガラスドームの外
硝子越しに見ている平吉。

祭壇の前で葉子を迎える明智。

平　吉「（息づかい）」

　　　　　　謎の紳士に渡されたカメラを取り出す平吉。

葉子が到着し、明智と葉子が並ぶ。

司　祭「これより、両家の結納品を、お取り次ぎ申し上げます」
平吉、その瞬間を逃さず、渡されたカメラで写真をとる。

１７Ａ　　同・外観
　　　　　　羽柴ビルの中層部が爆発する。

１８　同・ホール
と、そのシャッターと連動したかのように、突然、階下から爆発音が響く。悲鳴を上げる参列者。

１９　同・ガラスドームの外
平　吉「！！」

平吉、爆発音の方を見る。

２０　同・ホール
軍警達が、爆発のあった方へ向かおうとする。

明　智「行くな！　これは、陽動だ。出入り口を塞げ」

と、二度目の爆発音と共に、部屋の至る所から、噴射された正体不明の煙でホールの中が充満する。
客達の中から悲鳴が響く。

浪越警部「皆さん、落ち着いてください！　皆さん落ち着いて！　落ち着いて！」

咳き込む人々。

と、そこに、どこからともなく笑い声が響く。

二十面相の声「（笑い声）」

小　林「あれは！」

一同が小林の指さした方向を見る。

そこには平吉がへばりついている。

２１　同・ガラスドームの外
慌ててカメラを隠す平吉。

２２　同・ホール
浪越警部「怪人二十面相だ！」

２３　同・最上階・外
平 吉「俺？　違うよ！」

平吉、違うと手を振る。

２４　同・ホール
浪越警部「撃て、撃ち落とせ！」

軍警、平吉に向かって発砲する。

ガラスが粉々になって、落下する平吉。
全身を強く打つ。

浪越警部「捕まえろ！」

あっという間に複数の軍警にのしかかられ、取り押さえられる。

平　吉「誤解だよ！　誤解！　俺は二十面相じゃないってばっ！」

２５　帝都・街頭（夕）
街頭テレビに群がる人々。

スタジオアナウンサー「臨時ニュースをお伝えします。怪人二十面相が、逮捕されました。怪人二十面相が、逮捕されたと、たった今、ニュースが入ってきました」

行き交う人々も思わず足を止める。

画面が変わり、軍警の会見場が写る。

軍　警「二十面相の正体は、遠藤平吉。年齢不詳。グランド・サーカスの曲芸・手妻師」

　　　　　　ざわめきが起こる。

軍　警「同容疑者は、一月一六日、羽柴財閥ビルヂングにて行われたる、公爵羽柴家と、男爵明智家との」

スタジオアナウンサー「会見の途中ですが、羽柴財閥ビルと中継が繋がった模様です」

と、再び画面が切り替わり、羽柴ビルから出てくる明智小五郎が映し出される。

新聞記者達に囲まれる明智小五郎。

中継アナウンサー「明智さん、こちらでお願いします」

明智、案内され、テレビカメラの前に立たされる。

２６　羽柴ビル・表（夕）
中継アナウンサー「明智さん、おめでとうございます。ご婚約と合わせて、二重のお喜びですね」

明　智「人騒がせな犯罪者が一人、消えたわけです。帝都民に平和な夜を」

明智、そういうと、車の方へ向かう。

２７　帝都・街頭（夕）
街頭テレビ前の群衆が一斉に明智に喝采を送る。

群衆Ａ「さすが明智、いいぞ！」

群衆の中から歓声、拍手がわき上がる。

一緒に見ていた子供達も、明智、明智と大騒ぎ。鳴り響く「明智」コール。

２７Ａ　羽柴ビル・表（夕）
車に乗り込む明智と小林君。そこに何気なくいる、黒い服の男。

黒い服の男「……」

２８　軍警・取調室（夜）
　　　　　　煙草に火を点ける浪越警部。

平　吉「だから、本当に違うって」

取り調べを受けている平吉。

それを他人事のように見ている浪越警部。

刑事、押収したカメラを平吉に見せながら、

刑　事「お前の持ってたこのカメラ、爆弾の起爆装置じゃないか。それが何よりの証拠だろう！」

平　吉「何言ってんだよ、俺は頼まれたんだ」

刑　事「デタラメ言うな！」

平　吉「本当だよ」

刑　事「しらばっくれるのもいい加減にしろ。『事件実話』なんてカストリ雑誌、ねぇんだよ」

平　吉「！　うそだ！　俺はちゃんと名刺をもらってるんだ！」

刑　事「名刺？　そんなもんどこにあるんだ！」

平吉、ポケットを捜すが、無い。

平　吉「（はっと思いあたって）俺の部屋。サーカスの俺のテントん中にあるよ！」

と、そこへ別の刑事が入ってくると、浪越に何事か耳打ちし、巾着袋を手渡す。

平　吉「本当だよ！　行ってみれば分かるよ！」

浪越警部「残念だったな。出てきたのは、名刺じゃなくって」

浪越警部、中身を机の上に開けると、大きなダイヤモンドが転がりでる。

浪越警部「これだったよ」

平　吉「は？」

浪越警部「これは、ロマノフ事件の時にお前が盗んだ品物だろ？　サーカスのお前の寝床から出てきたんだよ」

平　吉「冗談じゃない！　こんなもん持ってたら、とっくに南部セン……」

と、突然、浪越警部に殴られる平吉。
椅子ごとぶっ飛ばされる。

刑事二人が、平吉を殴り出す。

刑事の声「テスラの模型はどこにやった！　言え！　言えっ！」

浪越警部、開いていた扉をそっと閉める。

中からは、殴る蹴るの鈍い音と平吉の唸り声。

２９　帝都・街角（日替わり）
街頭放送の声「この日本がより一層栄えてゆくためにも、富国強兵の意思の下、一致団結が必要である。帝国民の自己犠牲精神に基づき、質素倹約こそ、我らが大日本帝国の礎を支えているのである。豊葦原瑞穂の国（とよあしはらのみずほのくに）である日本が、末永く繁栄するのは、帝国民の一人一人の努力によるものなのである」
軍国主義的な国家と分かる街頭放送の中、出勤途中の労働者達が、スタンドで次々に新聞を買う。

怪人二十面相・遠藤平吉の記事が一面に。平吉は、終身刑か死刑を言い渡されるだろうという予想も。

３０　羽柴邸・外観

３１　同・葉子の部屋
新聞の一面には、怪人二十面相・遠藤平吉の写真と、名探偵・明智小五郎を讃える記事と写真。

葉　子「……」

ネグリジェにガウンを羽織った葉子が、ベッドの中で新聞の一面を読んでいる。

侍女長「さすが、明智さま。今日はテレビも新聞も、怪人二十面相を捕まえた、明智さまの記事ばかりですよ」

葉子、新聞を置くと、ベッドの横に立つ。

侍女達が近寄ってきて、着替えを始める。

駒　子「ますます、人気者になられて、葉子さまも鼻たかだかですわね」

葉子は立っているだけで、全て侍女達が着せている。

雪　子「ほんと、葉子さま。明智さまの様に、地位も名声も容姿も持ち合わせた完璧な殿方なんて、この世にはいませんわ」

葉　子「そうね」

侍女長「まあ、気のないお返事。誰の目から見ても、明智さまは、素晴らしい殿方ですよ。何がご不満なのかしら、お嬢様は」

葉　子「違うの。明智さまがどうのっていうのではないわ。このまま、亡くなったお祖父様の敷いたレールに乗ってしまっていいのかなって。他にやることがあるのではないかしら……」

駒　子「レールの上ですって？」

雪　子「何て贅沢なんでしょう！」

葉　子「贅沢？」

雪　子「女の幸せは、結婚ですわ。これ以上素晴らしいレールがあるものですか」

葉　子「そうなの？」

雪子・駒子「そうですとも！」

葉　子「（戸惑って）」

侍女長「ンフフフ、お嬢さま、マリッジブルーですよ」

侍女長、ケラケラと笑って、

侍女長「ハハハハ、もう直ぐ明智さまがいらっしゃいますからね」

侍女長、葉子をドレッサーの前に導く。

座る葉子。

駒子、髪にブラシをかけ始める。

葉子、ドレッサーの上にある小さな寄せ木細工の箱を手にとる。

葉　子「……」

箱を開けようとするが、開かない。

葉　子「……」

３２　羽柴ビル・ホール
明智と葉子、並んで歩いてくる。入り口に控える小

林。

葉　子「……では、『バベルの塔』は、明智さまの家に？　直ぐに戻ってくるものだと……」

明　智「すみません。探偵の性分として、二十面相が何故あの絵を狙ったのかを、どうしても突き止めておきたいんです」

葉　子「でも、あの絵は……あの絵は、模写で、美術品としては何の価値も無いものなんですの」

明　智「だからこそです。今まで本物だけを盗んで来た二十面相が、何故今回は模写を盗もうとしたのか、それを解明しておきたいんです」

葉　子「……それは……あの」

葉子、明智に何か言おうとするが、止めてしまう。

明智、葉子の目を見る。

葉子、思わず目をそらしてしまう。

明　智「何か？」

葉　子「……いえ」

明　智「……何かお心を痛める様なことがあるなら、いつでもおっしゃって下さい。いずれ、私達は夫婦になるのですから……」

葉　子「ええ。ありがとうございます」

明　智「では、今日はこれで」

明智、去っていく。

葉　子「……」

離れた場所で待っていた小林、合流する。

小林、葉子の方を見ながら、

小　林「葉子さま、何か怪しいですね」

明　智「余計な詮索はするな」

小　林「……」

葉　子「……」

　　　　　（葉子の後ろ姿に、次のシーンの壮太郎の声がかかる）

壮太郎の声「葉子、この絵を知ってるか？」

３２Ａ　羽柴家・広間
葉　子「いいえ」

壮太郎「バベルの塔。古代メソポタミアの民が、天に届かせようとして、神の怒りに触れた塔だ」

葉　子「はぁ」

壮太郎「葉子、この絵は大切な絵だからね。決して手放してはいけないよ」

葉　子「……」

３３　軍警・留置場（夜）
ボロボロになって、独房に投げ込まれる平吉。

両手には、手錠が掛けられたまま。

腹を蹴られる平吉。
平吉の顔は殴られてひどく腫れ上がっている。

看守Ａ「起きろよ、二十面相。飯の時間だ」

看守Ａ、看守Ｂが運んできた食事の盆をとると、床にお粥をぶちまける。

バカにしたように笑う看守Ａ。

看守Ａ「おっと、おっと、おぉっとぉ、ハハハハハ、悪いな」

看守Ｂ「ん？　ちゃーんと、きれいにしておけよ」

看守Ｂ、足で平吉の顔を床の食事にこすりつける。

無抵抗の平吉。

看守達、笑いながら鍵を掛けて立ち去る。

男の声「散々だな、おい」

向かいの監房から男が声をかける。

少し頭のおかしそうな男がいる。

川　村「おめぇ、二十面相なんだって？」

平　吉「……（答える気力がない）」

川　村「俺はよ、一度、二十面相の素顔を見たことがあるんだがよ、どうみてもあんたじゃなかったぜ」

平　吉「？」

川　村「二十面相は、顔に傷のある（傷の場所を示しながら）おっさんだったぜ」

平　吉「！」

謎の紳士の声「南部先生」

×

×

×

サーカスを訪ねてきた謎の紳士。

謎の紳士「お悪いんでしょう？」

×

×

×

平吉、幽鬼のように起きあがると、殴られ、腫れ上がった顔で男に聞く。

平　吉「それ……本当か？」

川　村「え？」

平　吉「本当か！？」

男、平吉の様子に、すこしビビリながら答える。

川　村「ああ、本当さ」

平吉、恨みの籠もった声で呟く。

平　吉「……二十面相めっ……」

と、その時、羽音が聞こえる。

平吉、外に繋がる小さな鉄格子の窓を見ると、そこに小さな白い鳩がとまっている。

平　吉「……」

白い鳩「……」

平　吉「……会いに来てくれたんだ」

平吉、鳩をそっと抱く。

と、違和感を感じて白い鳩を見る。

平　吉「？」

足には、通信菅が結ばれている。

３４　同・外（数日後）
手錠と足に鎖をつけた平吉、看守に追い立てられながら出てくる。

風呂に入ってないらしく、服は自分の血や汗や埃で薄汚く汚れている。

平　吉「……」

平吉、まぶしそうに見上げる。

軍警に押された平吉の目の前に、護送車が止まっている。護送車に乗せられる平吉。

３５　道
先導車と後続車に挟まれ、走っている護送車。

３６　護送車の中
二人の軍警に挟まれて護送されている平吉。

３７　道
護送車、中規模の川に掛けられた橋にさしかかる。

運転手「……」

橋を通過しようとする護送車。

護送車が中心部を通過する時、護送車の前で小爆発が起きる。

３８　護送車・運転席
運転手「！！」

驚く運転手、慌ててバックしようとするが、橋自体が川の流れに沿って動き始めているのに気付き、どうすることもできずに硬直する。

３９　川
護送車を載せたまま、切り離された橋が川の流れに乗って流れていく。

４０　別の川岸（時間経過）
　　　　　　明智を乗せてやってくる軍警車。軍警を叱っている

　　　　　　浪越警部。

浪越警部「馬鹿もん！　そんな言い訳が通ると思ってんのか！　いい、行け！」

明智と小林が降り立つ。

明智に気付く浪越警部。そちらへ向かう。

浪越警部「あ、明智さん！」

明智と小林、車を降りてくる。

明智、現場を見て笑い出す。

明　智「ハハハ、これは、見事だ」

明智の視線の先には、空の護送車を乗せ、切り離された橋が川岸に乗り上げて停まっている。

なんと、その橋の下が船になっていたのが、ここで明かされる。

軍警が現場検証を行っている。

浪越警部「いやぁ、やられました。この橋は、数日前から補修工事をやってたそうです」

明　智「そうやって白昼堂々、橋を改造していたわけか」

小　林「二十面相の仲間って事ですか？」

浪越警部「私の睨んだところ、二十面相っていうのは一人じゃありませんね。何人もの手先が、奴を手助けしてたんじゃないかと……」

　　　　　　護送車の中を検証している軍警。

明智、外された手錠を見てにやりと笑って、

明　智「面白い。実に面白いじゃないか」
Ｒ―３

４１　泥棒長屋・外観

　　　　　　源治の家から、祝の席の声が聞こえてくる。

４２　同・源治の家
祝杯を挙げている源治と泥棒仲間達。

作戦の成功に大はしゃぎの面々。

事態が飲み込めず呆然としている平吉。

源　治「いやあ、みんなご苦労さん。今回の仕掛けが成功したのも、この、泥棒長屋に住む、泥棒の皆さんのおかげです」

みんな「いえーい」

平　吉「泥棒？」

菊　子「ほら、平吉つぁんも飲んで、飲んで」

妙に色気のある女が言う。

平　吉「ちょっと」

平吉、源治を縁側へ連れ出し

平　吉「源治、あんた泥棒なの？」

源　治「おぉ。カラクリは、表。泥棒は裏」
　　　　　　菊子も縁側に出てきて
菊　子「泥棒ったって、悪い金持ちからちょいと小金を巻き上げて、貧しい人にばらまいてんだよ。良く言えば、ぎ・ぞ・く」

源　治「あ、これ、うちのかみさんの菊子。詐欺師。今はもう引退したけどな」

辰　夫「結婚までが、詐欺なんだよな」

健　作「ほんとに引退してんのかね？」

ヒロシ「じゃなきゃ、こんな美人さんと一緒んなれるわけないもんなぁ」

　　　　　　と、住人達がはやし立てる。

源　治「うるさい！」

三四郎「しかしよ、いつもながら源治さんの仕掛けには恐れ入るぜ。流石、カラクリの源治と言われるだけのことはある」

源　治「（気持ちを隠しているが得意気）……」

三四郎「橋ごと盗み出しちまうなんてよ、軍警の野郎、想像もつかなかっただろうよ。なあ」

辰　夫「ま、あんな大仕掛けで、スカンピンだけどな」

源　治「うるさい、うまくいったんだ。ほっといてくれよ」

大笑いする住人達。

菊　子「ここには、身分制度なんてクソ喰らえっていう自由な人間が集まってんだ。平吉さんも気楽にね」

源　治「平吉、みんな、協力してくれたんだ。皆さんにお礼言って。ありがとうってな」

平　吉「……」

健作、二十面相の脱走記事の載った新聞を眺めながら、

健　作「（平吉の載った新聞を見ながら）あ、まぁしかし、あの怪人二十面相が、こんな兄ちゃんだったとはねぇ」

辰　夫「ほんとだよなぁ」

平吉、新聞を奪うと凝視する。

平　吉「……」

そこには平吉の顔写真がでかでかと掲載されている。

平吉、絞り出すように言う。

平　吉「……違う、俺は二十面相じゃない。俺は、二十面相にはめられたんだ」

源　治「平吉。残念だけど、あんたが本もんだろうが偽もんだろうが、世間じゃこの顔をした男が二十面相って事になっちまってるんだ」

平　吉「……」

源　治「これからどうする？　少なくともお天道様の出てる間は表、歩けないぞ」

平　吉「俺はサーカスへ帰る。みんなが待ってるし、それに鳩たちも」

源　治「な、気持ちは分かるが、そりゃ無理だ。あんたがその顔でサーカスに出たら、すぐに通報されてつかまっちまう。それに、サーカスはもう……」

平　吉「（遮って）じゃあどうしろって言うんだ！　俺はやだよ！　あんたらみたいに泥棒に身を落として、ビクビクしながら生きてくなんてよ！　まっぴらご免だ！　大体、泥棒だか、義賊だか分かんないけど、みんな同じだよ。汚くって、こずるくって、自分のためなら簡単に他人を売り渡す……あの二十面相とおなじなんだよ！」

言い終わってさすがに言い過ぎたかとまわりを見る平吉。

長屋の住人達が困惑や怒りの表情で平吉を見ている。

一　同「（平吉を見ている）」

平吉、追いつめられた気分になって……

平　吉「とにかく、俺はサーカスへ帰る」

出て行く平吉。

菊　子「平吉さん、ねぇ、平吉さん！　（源治に）ねぇ、いいの

　　　かい？」

源　治「しかたないさ。今まで守ってきた暮らしが、急に音立てて崩れちまったんだ。しばらくは動揺もするってもんだ。（一同に）みんな、しらけさせて悪かったな。さ、飲み直し、飲み直し」

三四郎「近頃の若いもんはよぉ。なぁ」

菊　子「そんなこと言わないでさ、かわいそうじゃないか」

辰　夫「なんだかなぁ」

言葉とは裏腹に、心配そうに平吉の出て行った方を見ている源治。

源　治「……」

４３　広場（夕）
サーカスのあった広場にやってくる平吉。

平　吉「……」

立ちすくむ。

サーカスのテントは火事に遭ったらしく、醜く焼けこげた残骸を残して、きれいさっぱり消え去っている。

平　吉「（息づかい）」

呆然としている平吉。

が、何を思ったか突然、瓦礫をひっくり返し始める。

平　吉「！」

瓦礫の中に焼けこげた鳩小屋の残骸を見つける。

平　吉「……」

ショックを受けて座り込んでしまう平吉。

静かに雨が降り始める。

４４　街頭（夜）
雨の中、傘も差さずに茫然と歩いている平吉。

追い越す人が、平吉の肩にぶつかって行く。

と、壁に沢山の写真が貼ってあるのに気付く。

平　吉「？」

よく見ると、それは、自分の指名手配のポスターだった。

平吉、まわりを見回すと、辺り一面に平吉のポスターが貼られている。

平　吉「！！」

まるで悪夢の一コマのような情景。

平吉、取り付かれたようにポスターを引きはがしはじめる。

その様子を見ている通りがかりの人々。

平　吉「！」

平吉、剥がしたポスターを抱え込むようにしてその場から逃走する。

「やっぱりホンモノだ！」「軍警呼べ！」「捕まえろ！」「こっち！　こっち！」

平吉を追い始める人々。

４５　同・別場所
走る平吉。

「居たぞ！　こっちです！」「早く！　早く！」「早く！　早く来て下さい！」「早く！　早く！」

声に誘導されて軍警の来る音がする。

とっさに物陰に身を隠す平吉。

間一髪で、軍警が通り過ぎていく。

平　吉「……」

足音が遠ざかって行き、再び辺りに静寂が戻る。

手に持ったポスターを見る平吉。

それをじっと見つめる平吉。

悲しみが大きくなってゆく。

平吉、ポスターを破ると、グシャグシャに丸めて地面に投げつける。

平　吉「ふざけやがって。ふざけやがって！」

地面のポスターを激しく踏みつけにする平吉。

シンスケの声「平吉にいちゃん？」

はっとして見ると、薄汚れたシンスケが立っている。

平　吉「シンスケ？！」

４６　同・隠れた場所（夜）
雨上がり。焚き火を前に座る平吉とシンスケ。

シンスケ「それで軍警の野郎みんなを殴りつけて、連れて行っちゃったんだ……俺だけは隙をみて逃げたんだけど……」

平　吉「畜生……」

シンスケ「でも俺、平吉兄ちゃんが無事で、本当に良かった」

　　　　　　シンスケの頭を撫でる平吉。

その時、シンスケの腹がぐうと鳴る。

平　吉「なんだお前、腹減ってるのか？」

シンスケ「いつもの事だよ。慣れっこさ」

平吉、近くの新聞紙を手に取ると立ち上がり、

平　吉「よし、じゃなんか出してあげよっかな」

シンスケ「やったぁ！」

平　吉「あぁれ、拍手が聞こえないなぁ」

拍手するシンスケ。お辞儀する平吉。

平　吉「さ、本日のメニューは、焼き芋か、焼き芋か、焼き芋になります」

シンスケ「んじゃ、三番目の焼き芋！」

平　吉「分かりました。では」

平吉、手品のように新聞紙の中に焼き芋を出現させる。

シンスケ「うわぁ！」

平　吉「食べな」

しかしシンスケ、焼き芋を見つめるばかりで食べようとしない。

平　吉「どうした？　食べなよ」

シンスケ「ねぇ。これ、ねぐらに持って帰っていい？」

平　吉「ねぐら？」

４７　ノガミ（夜）
雨はすっかり上がっている。

シンスケと共にノガミにたどり着く平吉。

平　吉「……」

シンスケ「ここだよ」

駆け出すシンスケ。廃材で作られた粗末なバラックがあった。

シンスケ「早く！　来て」

４８　同・シンスケのねぐら（夜）
ムシロをはねあげてシンスケに案内されると、シンスケよりまだ年下の男の子が湿った毛布をかぶって横になっていた。

シンスケ「俺の弟分のコウタ。でも、具合が悪いんだ」

コウタと呼ばれた少年は、まだ五つか六つ。頬がすっかりこけて、見るからに病人である。

平　吉「……」

平吉、コウタの脈をとってみる。

シンスケ「もう何にも食べないんだ。でも、何か食べさせないと……」

心配そうに覗き込むシンスケに、

平　吉「シンスケ。可哀そうだけど、この子、食べれないよ」

そう言って、コウタの腕を毛布の中にしまいこむ。

シンスケ「え？どうして？………死んでるの？」

平　吉「うん」

シンスケ「本当に？」

平　吉「うん。本当に」

シンスケは、静かにコウタに近寄ると、その額にそっと手を触れ、

シンスケ「冷たい……」

そのままポタポタと大粒の涙をこぼす。

シンスケ「……」

平吉、泣くシンスケを泣くにまかせて、そっと見守っている。

平　吉「……」

シンスケ「……」

　　　　　　　　×　　　×　　　×

満天の星が広がっている。見つめる二人。

平　吉「……」

シンスケ「……」

平吉、沈黙を破って、

平　吉「シンスケ、俺と一緒に住もう。俺もノガミの出だから、ここがどうゆうところかは知っている。一人じゃ辛いだろう？」

シンスケ「……」

平　吉「……」

シンスケ「（首を振る）」

平　吉「どうして？」

シンスケ「俺、他にも食わせてやらなきゃいけない仲間がいるんだ」

シンスケ、裏口の扉を開けて表に出る。
ついていく平吉。
そこには、沢山の浮浪児が肩を寄せ合って暮らしていた。

平　吉「お前一人で、この子達を？」

シンスケ「（少し自慢げに）まあね」

平　吉「……」

シンスケ「俺達これから新しい世界を作るんだ。南部センセ、そう言ってたよね？」

平　吉「（何かを決意している）……」

４９　泥棒長屋・源治の家（早朝）
平　吉「お願いします」

ルーペをつけた源治、何か複雑な作業をしながら聞いている。

源　治「……」

平　吉「……お願いします。俺にも泥棒を教えてください」

源　治「俺たちみたいに泥棒に身を落として、ビクビクしながら生きてくなんてまっぴらご免じゃなかったのかい？」

平　吉「……」

源　治「大体泥棒なんてみんな同じなんだろ？　汚くってこずるくって、自分のために簡単に、人を売り飛ばす……みんな二十面相と同じじゃなかったのかい？」

平吉、源治に向かって土下座する。

平　吉「……お願いします。今、俺、何をしなきゃいけないか解ったんです。…、お願いします」

その様子を心配そうに、陰から見ている菊子。

菊　子「……」

平　吉「……」

源治、ルーペを外して、立ち上がる。

源　治「……ついてきな」

５０　同・祠の前
源治の後を付いてゆく平吉。祠の前で立ち止まり、手を合わせる源治。

源治、祠の扉を開けると、中に数冊のノート（『泥棒修行之方法』『秘宝紳士録・写』『名宝名鑑・写』『変装術心得』『怪盗覚書』）が入っている。

源　治「これは、この泥棒長屋に代々伝わる、泥棒修行のノート

　　　だ」

平　吉「……」

源　治「二十面相もこれで修行をしたと噂がある。あんたに貸そう。俺には無理だったが、あんたならやり通せるかもしれない」

　　　　　　平吉、受け取ろうとするが、源治、力を込め、

源　治「ただし……」

平　吉「？」

源　治「泥棒んなるためじゃない」

平　吉「？」

源　治「この中には、二十面相と渡り合うためのヒントが一杯詰まってる。……二十面相を捕まえて、無実証明したら、サーカスに戻れ。お前の言うとおり、泥棒に身を落とすにはまだ早い」

平　吉「……源治。でも、俺今」

菊　子「大丈夫。私達も協力するから」

平　吉「……」

と、長屋の住人達が、一斉に声をかける。

三四郎「平吉っつぁん、頑張れよ！」

住人女「またサーカス見に行くからさ」

住人女「平吉っつぁん、なんでも手伝うよ！」

辰　夫「応援してっからよ！」

住人女「あんたならやれるよ！」

住人男「そうだ、出来るよ」

健　作「大丈夫！　俺が頑張るからよ！」

ヒロシ「お前が頑張ってどうすんだよ」

　　　　　　笑う一同。

住人男「おう、しっかりやれよ！」

ヒロシ「がんばれー」

　　　　　　みんなが平吉を応援する。

平　吉「（感動して）……」

５１　同・平吉の部屋
平吉、『泥棒修行之方法』と書かれたノートを開く。

平吉の声「『直線を走るべし』　まず、町の地図を購入し、任意の地点からでたらめに直線を引く」

×

×

×

平吉、床の上に町の地図を広げると、でたらめに任意の現在地から直線を引く。
平　吉「……」
平吉、じっと地図を見つめる。
平吉の声「その直線通りに実際の町を走り抜ける」

５２　街（夜）
平　吉「（息づかい）」
黒装束に身を包んだ平吉が、必死の形相で走っている。
平吉の声「障害があればこれを飛び越え、道無き道を切り開き、如何なる境遇にあろうと、ひたすら真っ直ぐに走る」
平　吉「（息づかい）」
平吉、門を飛び越え、屋根を駆け抜け、家屋敷を横切り、道路を横断して真っ直ぐに走り続ける。
平吉の声「これが逃走術であり、侵入術でもある。つまり、泥棒修行の一教程である」
走り続ける平吉。
建物の壁をよじ登っていく。
平　吉「（息づかい）」
目の前に巨大な鉄骨のタワーが現れる。

平吉、飛びつくが、届かず、真っ逆さまに落下する。

落ちた先は鶏小屋。

舞い上がる鳥の羽。

鶏の声がする。

Ｒ―４

５３　泥棒長屋・源治の家（日替わり）
ガラガラと引き戸の音を立てて入ってくる平吉。
平　吉「源治」
体中、羽根だらけで擦り傷だらけ。
源　治「ん？　なんだ？　ど、どうした？」
平　吉「細身の、ロープない？」

５４　街（夜）
平吉、鈎つきのロープを引っかけて、巨大タワーを乗り越える。

平　吉「いてっ！」

大通りでトラックに轢かれそうになり、

運転手の声「バカヤロー！」

平　吉「すいません」

５５　同・平吉の部屋（日替わり）
梯子を登って、平吉の部屋にやってくる源治。
源　治「平吉」

源治の声に驚く平吉。医者の格好をしている。

源　治「……」

平　吉「……」

気まずい沈黙。

源　治「あんたいつから医者になったんだい？」

平　吉「変装の勉強だよ！」

平吉、『変装術心得』のノートを開いて源治に見せる。

そこには、『変装は変相にあらず。』の文字。
源　治「（読んで）『変装は変相にあらず』？　『変装術というのは、米粒を米粒の中に、黒胡麻を黒胡麻の中に混ぜて敵方の眼を欺く術である。白衣に黒い鞄を下げてゐれば医者に間違はれるのは然り』こんなこと、書いてあったっけか？」

平　吉「黒い鞄のかわりに、色のついた眼鏡でもかけていれば」

平吉、黒いめがねをかける。

平　吉「それは按摩なり」

源　治「はぁ」
平吉の声「同様に」
５６　同・源治の部屋
平吉の声「袈裟をつければ坊主」
坊主の格好をして現れる平吉。

長屋の見物人が増えている。

×　　　　　×　　　　　×
平吉の声「ターバンをまけばインド人なり」
インド人の格好をする平吉。
長屋のみんな、平吉の変装を酒の肴に呑んでいる。
源　治「おお、インド人に見えるぞ、インド人に」

気をよくした平吉、大きな布を取り出す。

平　吉「（ショーの時の様に微笑んで）」

一　同「？」

平吉、大きな布をばさりと被る。動かなくなる平吉。

源　治「平吉？　おい。……、何やってんだよ？　おい！」

　　　　　　源治、布を取ると、平吉が源治に早変わりしている。

源　治「（唖然）」

二人の源治がいる。

一　同「（どよめき）」

平吉、マスクをとって、平吉に戻る。

平吉の声「そしてさらには、容姿変えをも己のものとなし得た時、変装修行は達成されるのである」

大喝采が起こる。

「よっ、日本一！」などと声が飛ぶ。

三四郎「すげぇな」

源　治「……ああ。あっという間に、変装修行の最後まできちまった」

平吉、ショーの終わりの様にお辞儀をしている。

５７　同・源治の家（時間経過）
平吉、直線修行用の服を着て降りてくる。

平　吉「行ってくるわ」

源　治「おぉ、平吉」

外に出ようとする平吉を呼び止める源治。

源　治「これ、良かったら持ってけ」

源治、平吉に不思議な装置とワイヤーの束を手渡す。

平　吉「？」

５８　街（夜）
走り続ける平吉。
屋根から飛び降り、バルコニーを走り、障害物を飛び越え、ビルからスルスルと飛び降り……。
以前の平吉よりも数段、動きが速くなっている。
巨大タワーに飛びつき、よじ登り、頂上に立つ平吉。

帝都の街を見下ろす。

平　吉「・・・」

　　　　　　ワイヤー装置を取り出し、外に飛び出す。
　　　　　　ワイヤーを発射し、鉄骨に鉤を引っ掛ける。

　　　　　　急降下していく平吉。
　　　　　　着地して、ワイヤーを収納し、装置を見つめる平吉。
平　吉「すげー！　俺」
大通り、車を飛び越え、走り抜ける。

赤煉瓦の建物の前に走ってきた平吉。

ワイヤーを発射し、飛び上がっていく。

５９　高級衣装店・外観（夜）
ビルの入り口に高級衣装店のプレートが見える。

６０　同・一室（夜）
葉子にウェディングドレスを着せている侍女達。
雪　子「まあ、お美しい」
駒　子「ステキですこと」
侍女長「本当によく、お似合いですよ」

　　　　　　と盛り上がっている。

そんな中、葉子だけが少し暗い表情でいる。

と、ノックの音。

侍女長「はい」

デザイナーが現れる。

デザイナー「はい、皆さん、外に出てくださいね」

男だが、少しフェミニンな動きをしている。

侍女達、一礼して部屋を出て行く。

デザイナー「葉子さま、ご機嫌麗しゅうございます」

葉　子「ごきげんよう」

デザイナー「よくお似合いになっていらっしゃいますよ」

葉　子「ありがとう」

デザイナー、葉子のドレスを調節し始める。

デザイナー「ここの所、もう少し詰めた方がよろしいかしら？」

葉子、目の前の鏡を見ながら、

葉　子「先生にお任せしますわ」

デザイナー「……」

葉　子「……」

デザイナー「……ねぇ、葉子さま」

葉　子「はい」

デザイナー「お祖父さまが作ったと言われる、テスラ装置の在りかを教えてくれませんか？」

デザイナー、そういうと、二十面相に早変わりする。

驚く葉子。

葉　子「！」

６１　高級衣装店の近辺（夜）
平吉、ビル街を直線でひたすら走っている。
平　吉「……」

と、ビルから路上に飛び降りた平吉の目の前を真っ白なウエディングドレスを着た葉子が横切る。

平吉、葉子の後ろ姿を見送る。

平　吉「？」
と、その葉子を追う二十面相の姿を、向かいのビルの屋上に見つける。

平　吉「！　二十面相！！」

大通りの角を曲がる葉子。

６２　道（夜）
逃げる葉子。

路地に入っていく
６３　路地（夜）
背後から追いつく二十面相。

二十面相、葉子の手を掴む。

葉　子「あ！、いやっ！」

抵抗する葉子。

と、その瞬間、平吉が飛び降りてきて葉子の手を掴む。

葉　子「（小さな悲鳴）！」

二十面相「！」

平　吉「きさまぁ！」

葉子、混乱して平吉と二十面相を見比べる。

葉　子「二十面相……ふたり？」

平　吉「違う！　俺は二十面相じゃない」

二十面相を指し示す平吉。

平　吉「そいつが本物の二十面相だよ！」

葉　子「！」

二十面相「久しぶりだな、遠藤平吉」

仮面を外す二十面相。

仮面の下には、例の謎の紳士の顔。

二十面相「お前を身代わりに、引退しようと思っていたが……フフフ…よく脱走してきたもんだ」

皮肉っぽく笑う謎の紳士。

二十面相「まだしばらくは、二十面相としてやっていくことにしたよ」

仮面を付け直す二十面相。

平　吉「何故俺をはめた！」

　　　　　　殴りかかる平吉。

　　　　　　その腹を蹴る二十面相。

平　吉「うっっ！」

二十面相「間抜けそうに見えたからさ。その通りだったがな、ハハハ…」

平　吉
「きさまぁあああ！」

平吉、二十面相に飛びかかる。

が、二十面相は、それをかわし、葉子を挟んでの攻防になる。

葉　子「きゃぁっ！」

二十面相の蹴りが葉子にあたりそうなところを、平吉が背中で受け、二十面相から葉子を引き離す。

さらに向かっていく平吉。

かわす二十面相。

逃げる葉子。

葉子を追う二十面相。

二十面相を追う平吉。

路地に走りこむ葉子、二十面相は中段上に飛び移り上から追う。

平吉も飛び移り、追いかける。

葉子、裏口の扉を開けようとするが開かない。

引き返す葉子。

と、目の前に屋根を突き破って落ちてくる平吉。

葉　子「きゃぁっ！」

　　　　　　倒れた平吉、起き上がり見上げる。

平　吉「…」

　　　　　　屋根の梁に立つ二十面相、平吉を見下ろす。

二十面相「…」

　　　　　　側にあった木片を二十面相に投げつける平吉。

平　吉「くそっ！」

　　　　　　二十面相、バク宙して木片をかわし、梁に手をかけ、

　　　　　　回転の勢いを使って平吉を蹴り込む。

　　　　　　吹っ飛ぶ平吉。

平　吉「その動き、お前もサーカスの出か？」

二十面相「最下層の、クズめ」

その二十面相の言葉に、どこか自虐的な匂いを感じる葉子。

葉　子「……」

平　吉「……。サーカスを、侮辱するな！」

　　　　　　二十面相に向かっていく平吉。

　　　　　　が、足を払われ、胸を踏みつけにされる。

平　吉「くぅっっ…」　

二十面相「残念だったな。お前はもう、二度とサーカスには戻れないさ。俺を捕まえない限りはな」

　　　　　　二十面相、平吉を蹴りつけ、壁に飛び上がる。

　　　　　　平吉立ち上がり、二十面相のマントを踏もうとする　　　　　　

　　　　　　が、かわされてバク宙する。

屋根を飛んでいく二十面相、追う平吉。

二十面相が地面に飛び降りたところへ、平吉が向かっていくが、飛ばされる。

振り向く平吉の胸を踏み台にして飛び上がる二十面相。

苦しみながらも追って飛び上がる平吉。

　　　　　　よじ登ってきた平吉の首を掴み上げる二十面相。

二十面相「…」

平　吉「…」

　　　　　　二十面相、平吉の腹を蹴り上げ、放り投げる。

　　　　　　木箱にぶつかり、地面に転がり落ちる平吉。

平　吉「うっ！」

二十面相、ふわりと飛び降り、倒れている平吉に近

付く。

立ち上がれない平吉。

平　吉「…」

その時、騒ぎを聞きつけた軍警が到着する音が聞こえてくる。

二十面相「（舌打ち）また会おう、遠藤平吉」

きびすを返して逃げる二十面相。

平　吉「！」

葉子駆け寄ってきて、

葉　子「大丈夫ですか？」

が、軍警の足音が迫ってくる。

平　吉「（葉子に）来て」

葉　子「え？」

平吉、葉子が返事をする間を与えず、素早く葉子を抱きかかえると、ワイヤーを発射し、一気に上昇する。

葉　子「きゃあっ！」

みるみるうちに地面が遠のいていく。

軍警が路地に入ってくる。

軍　警「正面に回れ！応援の要請だ！」
軍　警「はい！」

６４　ビルの屋上（夜）
ワイヤー装置で飛び上がってくる平吉と葉子。

葉　子「（小さな悲鳴）」

　　　　　　着地すると、走り出す平吉。

平　吉「早く！」

葉　子「少しお持ち下さい！　急にでは、困りますわ」

平　吉
「悪い。危害を加えるつもりはないんだ、ただ二十面相のことを聞きたくて……」

葉　子「違いますの。ご一緒に行くのなら、これ、邪魔ですから」

葉子、ウェディングドレスの長い裾を引きちぎる。

平　吉「（葉子の意外な反応にちょっと驚いて）」

葉　子「まいりましょう」

平　吉「はい！」

扉へ向かって走る二人。

と、軍警が扉を蹴る音が聞こえる。

平　吉「！」

平吉あたりを見回し

平　吉「うぉぉ、こっちだ」
葉子の手を引いて逃げる。

葉　子「え？こっち？」

扉が開き、飛び出してくる軍警達。

軍　警「いたぞ！追え！」

葉　子「こっち？きゃっ」

屋上の端に向かって走る平吉。
平吉、走りながらワイヤーを発射し、葉子を抱えると、屋上の端から踏みだし、宙を舞う。

葉　子「（絶叫）」
軍警達、ビルの端に駆け寄ると、平吉と葉子がワイヤーを使って、振り子の要領で下に向かっているのを目撃する。
軍　警「追え！」

　

６５　道（夜）
葉子の手を引いて、走り続ける平吉。

通り過ぎる車のヘッドライトが二人を照らす。
だが、葉子の息が続かず苦しそう。

いつの間にか、雪が降り始めている。

６６　鉄塔の下（夜）
雪が降り続いている。

走っている葉子、足がもつれて転んでしまう。
葉　子「あっ！」

平　吉「立って」
平吉、葉子に駆け寄る。

その時、軍警達の足音と犬の声が近づいてくる。
×　　　　　×　　　　　×
犬を連れた軍警達がやってくる。

軍　警１「ロンメル！サーチ！サーチ！」
軍　警２「まだ遠くへは行っていないはずだ！油断するな！」

軍　警達「はい！」
しかし、そこに平吉と葉子の姿はない。
二人は鉄塔にぶら下がって、身を隠していた。

平吉は葉子を抱きかかえている。
平　吉「……」
葉　子「……」
軍警達が去るのを待つ二人。
と、平吉の腕から葉子がずるずると、落ちそうになる。
葉　子「！」

必死に支えようとする平吉。

平　吉「……」

だが必死の努力も虚しく、平吉の腕から、葉子が落下する。
葉　子「！！」
その瞬間、間一髪で葉子の手を握る平吉。
平　吉「……」
葉　子「……」
軍警犬が匂いをかぎつけ

軍　警１「向こうです！」

軍　警２「行くぞ！」

軍警達「はい！」

別の場所へ移動する軍警達。

ほっとする平吉と葉子。

平　吉「……」
葉　子「……」

その時、ワイヤーをかけていた部分の鉄骨が壊れる。

葉　子「え？」

平　吉「え～？！」

二人とも地面に落下する。

平　吉「うわっ」

葉　子「（短い悲鳴）」

６７　葉子の夢（過去回想）
　　　　　　黒味からＦ・Ｉ
──一年前。暖炉の火。壮太郎が葉子に小さな箱を
渡す。

壮太郎の声「葉子、これをお前に譲ろう」

葉　子「まぁ、何かしら？」

壮太郎「幸せの箱だよ。この中には幸せが入っているんだ」

６８　泥棒長屋・表（夜）
気を失っている葉子。

葉　子「……」

平吉におぶわれている。

二人とも、濡れ鼠となって泥棒長屋に帰ってくる。
６９　同・源治の家（夜）
平吉、源治の家に入る。

平　吉「源治」

奥から出てくる源治、平吉を見て、

源　治「平吉。あんた……嫁さんもらったのかい？」
平　吉「盗んで来た」

源　治「盗んだ？　おい、いくらなんでも、人盗んじゃまずいだろ」

平吉、気を失ったままの葉子を下ろす。

平　吉「あほ、冗談だよ」

源　治「え？」

平　吉「二十面相に追われていたのを助けたんだ」

源　治「二十面相？　二十面相に会ったのかい！」

平　吉「あぁ、やっぱり、あのカストリ野郎だったよ」

源　治「なんで、この嫁さんを追ってたんだい？」

平　吉「知らない。それを聞こうと思って連れて来た」

源　治「……なるほど」

眼を覚ます葉子。

平　吉「大丈夫？」

　　　　　　立ち上がろうとする葉子に、平吉、手を添える。

平　吉「ゆっくり。……怪我ない？」

平吉、葉子の肩に手をかける。

葉　子「！　無礼者！」

葉子、反射的に平吉を投げ飛ばす。

平　吉「！」

源　治「あんた、凄いな」

葉　子「（源治に）良家の子女のたしなみです」

平　吉「いってぇ〜。何すんだよ、恩人に向かって！」

葉　子「恩人？」

平　吉「二十面相から助けてあげたじゃん。恩人だろ？」

葉　子「（思い出して）あ。（けろっと）そうでしたわ」

平　吉「そうでしたわじゃなくて、ありがとうだろ、普通は」

源　治「そうだよな？　普通は、有り難うだよな？」

平　吉「え？」
７０　同・風呂場の側（夜）
風呂場から葉子の鼻歌が聞こえてくる。

平吉、乾いたシャツに着替えて、手ぬぐいで頭を拭いている。

菊　子「平吉っつぁん、あんたとんでもないお嬢さんさらって来ちまったんじゃないかい？　言うことなす事、私らとは世界が違うって感じだよ」

と、葉子の声が聞こえる。

葉子の声「あのー。シャンプーはどちらに？」

菊　子「シャンプー？（源治に）シャンプーって？」

源　治「（判らず）シャンプー……シャンのプー……シャンのプー……分かった！　美人の屁だよ！」

菊　子「え？」

平　吉「（呆れて）……」

葉子の声「あの……髪を洗いたいのですが……」

菊　子「全然ちがうじゃないか、髪洗うもんだってよ」

平　吉「無いよ」

葉子の声「買ってきていただけません？」

源　治「んなもの、そこに石鹸があるだろ！」

葉子の声「石鹸？　石鹸で髪の毛洗えるんですか？」

一　同「洗えるよ！」

葉子の声「はぁ、あ、シャワーは？」

平　吉「無いよ！（菊子に）タワシ」

　　　　　　風呂を泡だらけにしている葉子。

葉子「では、このお風呂の泡、どうしたら良いのかしら？」

菊　子「（泡？）」

源　治「（平吉に）風呂の泡？」

平　吉「……まさか！」

平吉、風呂の扉を開ける。

７１　同・浴室（夜）
平　吉「あんた、何やってん…」

葉　子「！」

葉子、泡風呂から思わず立ち上がり、平吉に思いっきり、風呂の水をぶっかける。

葉　子「無礼者！　風呂をのぞくとは何事ですか！」

平　吉「……」

葉　子「……」

葉子の堂々とした全裸を見て呆然としている平吉。

平　吉「……」

平吉の鼻から鼻血が一筋ツイーッと垂れてくる。

と、源治、慌ててやって来て、

源　治「平吉、どうした！（葉子を見て）おわっ！」

７２　同・茶の間（夜）
菊子の服を借りて、頭を手ぬぐいでまとめた風呂上がりの葉子。番茶を飲んで満足そうにしている。

面白くなさそうな顔で鼻にちり紙を詰めている平吉。その根元は鼻血に赤く染まっている。

カメラ、パンすると隣で源治も鼻にちり紙を詰めている。

菊　子「情けないねぇ、大の男が二人揃って鼻血だすなんて……」

源　治「うるさい」

葉　子「（部屋を見回して）それにしても小さなお家。とてもかわいらしいわ。人形の家みたいですね」

源　治「（ムッとして）悪かったな」

葉　子「ご本宅はどちらに？」

菊　子「ここが本宅だよ」

葉　子「（驚愕）それでは……こちらで暮らしていらっしゃるんですか？」

源　治「ああ、ここで飯も食うし、布団敷いて寝るし、ここが生活の場の全てだよ」

葉　子「（冗談だと思って笑う）それは、いくらなんでも無理でしょう」

源　治「悪かったな！　これで充分なんだよ」

葉　子「本当に？……凄い！（心から感心）人間は、どんな狭い場所でも生きていけるのですね」

と、それまで黙っていた平吉が口を挟む。

平　吉「あんた達のせいだろ？」

葉　子「……？」

平　吉「あんた達のせいで、俺たちは、こんなとこに住んでんだろ」

葉　子「……どういうことでしょう？」

平　吉「ちょっと、来いよ」

平吉、葉子の手を引いて外に連れ出す。

Ｒ―５

７４　明智邸・書斎（夜）
小林が緊張した面持ちで電話を受けている。

小　林「はい、解りました」

と、明智が外から帰ってくる。

小　林「先生！」

明　智「どうした？」

小　林「葉子さまが、脱走中の二十面相に連れ去られたと……今、軍警から」

明　智「葉子さんが二十面相に？」

小　林「麹町附近で見失ったそうで、全力で捜索中だそうです！」

明　智「小林くん。君の出番だ。少年探偵団を使って、帝都中の情報を集めるんだ」

７６　ノガミ・シンスケのねぐらそば（夜）
葉子と平吉がバイクに乗ってやってくる。

ハンドルには、包みがぶら下がっている。

バイクを止める平吉。

二人の眼前に小さな犬小屋のようなバラックが並んでいる。

その小屋という小屋から子供達がぞろぞろと出てくる。垢で汚れた薄汚い子供達の群れ。その中にシンスケが居る。

葉　子「……子供？」

シンスケ「平吉兄ちゃん！　平吉兄ちゃん」

平　吉「ん？」

シンスケ「この姉ちゃんは？　兄ちゃんのこれ？」

シンスケ、小指を立てる。

葉　子「（分からず）これ？」

平　吉「ばーか。ほら、ご飯」

シンスケ「ありがとう」

子供達「握り飯だ！」

シンスケ、平吉から袋を受け取ると、仕切って、握り飯を配り始める。

葉　子「この子達の親は何をしてるのですか？　このような所に子供だけ放っておいて」

平　吉「ここにいるのは、捨てられたか、上層階級に身内を殺された孤児なんだよ」

葉　子「（信じてない）そんな。そのようなこと、国が許すはずありませんわ」

平　吉「じゃあ、今目の前に広がっているこれは何なんだ」

葉　子「政府は何をしているのですか？」

平　吉「政府？」

葉　子「私、断固抗議します。このような場所に、あのような小さな子供を住まわせて……」

平　吉「お役人はとっくに知ってるよ」

葉　子「それを知りながら、この子達を放っておくなんて……そのような人間許せません。見て見ぬ振りをするのは、充分大きな罪です。この子達を助けましょう！」

平　吉「助ける？」

葉　子「ええ。せめて施設に連れてってあげましょう」

平　吉「施設？」

葉　子「はい」

平　吉「そんなもん、どこにあるんだよ。あるんなら俺がとっくに連れてってるよ！」

葉　子「！！」

平　吉「なぁ、教えてくれよ！　いったいどこにあるんだよ！」

葉　子「……」

平　吉「それに、苦しんでるのはこの子達だけじゃない。帝都には、何万っていう浮浪児がいるんだ。あんたその全員を、どうやって助けてあげるんだよ！」

葉　子「……」

平　吉「自己満足だろ？」

葉　子「……？」

平　吉「自分は安全な場所にいて、他人を助けた気持ちになりたいんだろ？」

葉　子「……」

平　吉「大嫌いなんだよ、あんたみたいなやつ」

葉　子「……」
平　吉「偽善者」

一人、ノガミに残される葉子。

葉　子「……」

７８　同・源治の家（夜）
平吉、座り込みながら、

平　吉「何なんだよ、あの女」

源　治「で、二十面相の話は？」

平　吉「あ」

菊子、お茶を置いて、

菊　子「何も聞かずに、ノガミに置いてきちまったのかい？」

平　吉「……忘れた」

菊　子「本末転倒だよ。ばっかだねぇー」

平　吉「だって……（言いよどんで）ま、今頃、泣きながら家に帰ってるよ」

源　治「そんならいいけどな」

平　吉「え？」

源　治「とぼけるなよ。このご時世だ。あんな物騒な場所にあんな世間知らずのお嬢さまを置いてきぼりにして」

菊　子「酷い仕打ちだよ、全く。女の敵だね」

平　吉「……」

源治・菊子「……」

平　吉「……ごちそうさま」

平吉、自室に戻っていく。

７９　同・平吉の部屋（夜）
眠れない平吉、鳩を手にしている。

平　吉「……」

８０　同・源治の家（早朝）
眠っている源治と菊子。

物音に目覚める源治。

源　治「？」

平吉のバイクの音が遠のいていく。

源　治「……」

８１　ノガミ（早朝）
朝靄の残るノガミに到着する平吉。

エンジンを切り、バイクから降りる。

辺りに浮浪児の姿は無く、不気味なほどシンと静まりかえっている。

平吉、焦りながら葉子を捜す。

シンスケの寝床に向かう。

８２　同・シンスケのねぐら
平　吉「シンスケ」

平吉、ムシロを跳ね上げ、中に入るが、そこには、シンスケの姿も葉子の姿も無い。

他のねぐらも皆、空になっている。

と、向こうから子供達の声が聞こえる。

声の方へ向かう平吉。

８３　同・別場所
角を曲がったところで何人もの子供達が並んでいるのが見える。

葉子の声「みなさん、並んでください。並んでください。小さな子から先に順番ですよ。はい、並びましょう。慌てないでも沢山ありますからね。熱いから火傷しないように気をつけてください。慌てないでくださいね」

その向こうから葉子の声が聞こえる。

シンスケ「一人、一杯だけだぞ！」

広場で葉子が炊き出しをしている。

葉　子「平吉さま！」

大根を片手に手を振る葉子。

生き生きとした笑顔が、葉子の魅力を際だたせている。

平　吉「（安心）」

×

×

×

憮然としながらも葉子と一緒にすいとんを配っている平吉。

葉　子「私、一晩考えました。この子達が安心して暮らせる大きな家が有ればいいなと思いまして」

シンスケ「学校ってのにも行くんだよ！」

嬉しそうなシンスケ。

平　吉「何であんた、そんな事までするんだ？」

葉　子「私、見て見ぬ振りをするのは罪ですと申しました。自分の言ったことには責任を取りませんと、はい」

平　吉「……（少し感動している）」

葉　子「平吉さま、ありがとうございます。私、私のすべきことが何だか、わかった気がいたします。」

平　吉「……」

葉　子「あなたのお陰です」

平　吉「……」

シンスケ「平吉兄ちゃんのお陰だってさ！　良かったね！」
平　吉「（少し照れたのをごまかして）ホラ……つっかえてるよ」

シンスケ「あ、はい」

葉　子「頂戴」

平　吉「はい」

葉　子「はい、ありがと」

並んですいとんを配り続ける二人。

それを物陰から見ている、ＢＤバッチをつけたお金持ちの子供達。

少年探偵団のメンバーだ。

８４　泥棒長屋・源治の家
葉　子「私、羽柴葉子と申します」

源　治「あ、明智の婚約者ぁ！」

平　吉「あの時の？」

菊　子「あら、やだ、あら、やだ。そんなお姫様が、こんなむさ苦しい家にねぇ」

菊子、慌てて片付けを始める。

葉　子「私が何故、二十面相に追われていたのか、お話します」

平　吉「……」

源治・菊子「……」

葉　子「……」

８５　明智邸・書斎（夜）
小林、手帳を持って、報告している。

小　林「申し訳ありません。こんなことが二度と無いよう」

明　智「（遮って）……どこで見失った？」

小　林「浅草田原町附近との事です。ノガミと浅草を張るように指示を出しました」

明　智「……」

明智、何事か考え込み始める。

小　林「あの、先生」

明　智「何だ？」

小　林「大変言いにくいのですが……」

明　智「だから何だ？」

小　林「はい。探偵団によると、葉子さまは誘拐されたのではなく、自分の意志で留まっているようだったと……」

明　智「自分の意志で？」

と、電話が鳴る。

電話をとる小林。

小　林「はい。明智探偵事務所です。……え？　葉子さまが？」

明　智「……」

８６　同・附近（夜）
明智車が走り去る。

車内から顔を出す三四郎、健作、辰夫。

健　作「行った」

三四郎「よし、やるぞ」

一　同「よっし！」

三四郎、辰夫、健作頷くと、器材を手に移動し、あっという間に電気工事人を装って、電柱に登る健作。

８７　同・書斎（夜）
小林、ブリューゲルの絵を隠し金庫から出して見ている。

８８　電線（夜）
電線を切る健作。

８９　明智邸・書斎（夜）
急に電気が消える。

小　林「？」

９０　外（夜）
小林の声「もしもし。帝都電力ですか？」

電柱から電話線を引いて、受話器を持っている三四郎。

三四郎「はい、はい。直ぐにお伺い致します」

　　　　　　合図を送る三四郎。

９１　明智邸・玄関（夜）
呼び鈴が鳴る。

小　林「はい」

小林、懐中電灯を持って、廊下をやってくると、玄関を開ける。

平　吉「帝都電力です」

電気工の格好をし、めがねをかけ、変装した平吉と源治が立っている。

９２　羽柴邸・葉子の部屋（夜）
紅茶を入れている葉子。

明　智「葉子さん。あなたが二十面相・遠藤平吉と一緒に居たという報告がありました。ノガミで目撃されています。これは、いったいどういうことなのでしょう？」

葉　子「明智さま。……平吉さまは、二十面相じゃありませんわ」

明　智「（眉をひそめて）二十面相じゃない？」

葉　子「私は、別の二十面相に追われていたのです。それを助けてくださったのが平吉さまでした」

明　智「つまり、私が誤認逮捕をしたということですか？」

葉　子「……ええ」

明　智「………」

９３　明智邸・配電盤そば（夜）
源治、配電盤を見てる。

懐中電灯を持って、一緒にいる小林。

源　治「これは、漏電ですね」

平　吉「電気器具が一番多い部屋は？」

小　林「電気器具？　……多分、先生の書斎ですね。こちらです」

９５　明智邸・明智の書斎（夜）
小　林「ここです」

小林に案内され、入ってくる源治と平吉。

平　吉「あの、電気器具は？」

小　林「こちらです」

　　　　　　案内する、小林。

平　吉「はぁはぁ、他にコンセントは？」

小　林「こちらにあります」

小林、平吉にコンセントの場所を見せる。

源治、その隙に窓の側によって、懐中電灯で窓外に合図する。

小　林「これは、あまり使ってないのですが」

平　吉「ほう」

　　　　　　呼び鈴が鳴る。

小　林「あ、ちょっと、失礼します」

平　吉「はい」

　　　　　　小林が部屋を出ると、家捜しを始める平吉と源治。

９８　同・玄関（夜）
　　　　　　小林がドアを開ける。

小　林「はい？」

と、菊子と浮浪児達が立っている。

菊　子「教会の方から来ました。寄付をお願いします」

小　林「あ、今、先生がいないので……」

菊　子「さあ、皆さん、うたいましょう。さん、はい」

浮浪児達、聖歌を歌い始める。

『♪主、我を愛す〜』

９４　羽柴邸・葉子の部屋（夜）
明　智「……にわかには信じがたい話ですが……」

葉　子「でも、それが事実ですわ」

明　智「……」

葉　子「……」

明　智「さて、今日のところは、これで、おいとましましょう。あなたが無事で何よりでした」

明智、立ち上がろうとする。

時計を見る葉子。

葉　子「あ。お待ち下さい。まだお聞きになりたいことがおありでは？」

明　智「今日はもう遅いので、それはまた後日……」

葉　子「あ、ケーキが御座います！」

明　智「いや、結構です」

葉　子「そうおっしゃらずに」

葉子、ケーキを取ると、わざとつまずいて、明智の服にぶちまけようとする。

葉　子「ああ！」

しかし、明智は、ケーキ皿を上手に受け取る。

明　智「大丈夫ですか？」

葉　子「ええ。ご免なさい。でも、是非、召し上がっていってください」

１００　同・玄関（夜）
　　　　　　『♪我が主イエス、我が主イエス、我を愛す〜

　　　　　　御国の〜』

歌っている菊子と子供達。

小　林「もう、いいです。いくらお支払いすればいいですか？」

菊　子「金額の問題じゃないんですよぉ。聖歌を聞いて、心を清めるということが大切なんです。心は清まりましたか？」

小　林「ええ、充分です」

菊　子「では、もう一曲」

と、浮浪児達、また歌い出す。

『♪諸人、こぞりて〜』

小林、ちらりと中を気にする。

９９　同・明智の書斎（夜）
部屋中を探している源治。

源　治「平吉、何やってんだよ！　こういう場所が怪しいんだよ」

と、源治、絵を外すが、そこには何も無い。

源　治「あれ？　おかしいなぁ」

平　吉「……」

平吉、サイドボードの中の本が短いことに気付く。
そのサイドボードを動かすと、そこには隠し金庫が。
平　吉「源治！」

源　治「えぇ、何！？」

　　　　　平吉、指を指す。

源　治「お！」

Ｒ―６

１０１　羽柴邸・葉子の部屋
ケーキ皿を置く明智。

明　智「ごちそうさまでした」

葉　子「（ぎこちなく甘えた様子で）もう、お帰りになってしまわれるの？」

明　智「申し訳ありませんが、大事な用事があったことを思い出しまして。直ぐに家に戻らなければなりません」

葉　子「そんな！　折角、来て下さったんですから、もう少しお話ししましょう」

明　智「残念ですが、お話しはこの次に」

立ち上がる明智。

葉　子「（かなりぎこちなく色っぽく）なんだか！　暑いわこの部屋」

葉子、シャツの胸ボタンを一つ開け、椅子に横座り

し、葉子なりに大胆に足を組む。

葉　子「そう、お思いに、なりません？（へたくそなウインクなどする）」

明　智「……」

完全に葉子の引き止め作戦に気付いた明智、ため息一つつくと何も言わず部屋を飛び出す。

葉子慌てて追う。

葉　子「明智さま！　明智さま！」

１０２　明智邸・書斎（夜）
金庫破りをしている源治。

金庫の鍵がかちりと鳴る。

源　治「開いたぜ」

平　吉「流石、泥棒」

源　治「変な感心の仕方するなよ」

扉を開けようとする源治。

平吉、目の端に光る物を見る。

壁から源治の頭に向かって何かが発射される。

平吉、驚異的な反射神経で、その物体を掴む。

鋭利なナイフだった。

平吉・源治「……」

源　治「流石、サーカス」

源治、そういうと、金庫の中を引き出そうとする。

平　吉「こういうときは、ありがとうでしょ？　普通」

源　治「ありがとう」

金庫の中を引き出す源治。

中にはブリューゲルの絵が入っている。

源　治「（ボソリと）でかいな」

平　吉「（ボソリと）でかいな」

１０３　同・玄関（夜）
『♪花を咲かせ〜　恵みの〜　露おく〜　主は来ま

せり〜　主は来ませり〜　主は、主は来ませり〜』

小　林「もう、結構です、帰って下さい！」

　　　　　　ドアに割り込む菊子。しょうがなく、金を募金箱に

　　　　　　入れる小林。

小　林「今、取り込み中なんです」

１０４　同・玄関〜廊下（夜）
小林、書斎へ戻り、ドアを開ける。

と、その瞬間、電気が点く。

平然としている平吉と源治。

源　治「直りましたよ」

１０５　同・玄関ホール（夜）
源　治「それじゃ、失礼します」

出て行こうとする源治と平吉。

そこに車が急停車する音が響き、明智が玄関ホールに飛び込んでくる。

小　林「おかえりなさいませ」

源治・平吉「……」

平吉達とすれ違う明智。

明　智「……」

平　吉「……」

ギリギリセーフかと思われた瞬間、明智の眉が不審そうにゆがむ。

明　智「（平吉に）君！」

平吉・源治「！」

平吉と源治、逃げだそうとしたその時、明智が壁のスイッチを回す。

瞬時に玄関に鋼鉄製の鎧戸が降りる。

閉じこめられる平吉達。
対峙する明智と平吉。

明　智「……」

平　吉「……」
１０６　明智邸・ラウンジ（夜）
手錠で部屋に繋がれている平吉と源治。

その二人に拳銃をつきつけて見張っている小林。

駆けつけた葉子も居る。

源治の円筒型道具箱の横に木枠からはずされてキャンバスだけになったブリューゲルの模写が半分巻いたままの状態で置かれている。

明　智「するとこの二人のこそ泥に、絵を盗むように命じたのは、あなただったと言うことですか？　葉子さん」

葉　子「申し訳ありません」

明　智「なぜ？」

葉　子「……」

明　智「（優しく）どうしてなんですか？　葉子さん」

葉　子「この絵にテスラの秘密があるのではないかと思いまして……」

明　智「……」

小　林「テスラ！」

葉　子「ええ。二十面相は、テスラ装置の場所を私に聞いてきたのです。でも、本当に私は何も知らないのです」

一　同「……」

葉　子「それで……二十面相が狙ったこの絵に、何か手がかりがあるのではと……」

明　智「何故、私に相談してくれなかったんですか？」

葉　子「羽柴家や軍に関係している人には、知られたくありませんでした。祖父は申してましたわ。テスラ装置には、恐ろしい兵器としての側面があることを」

明　智「兵器としての側面？」

小　林「先生！　やっぱり、僕の言った通りでしたね！　学術会議で、二十面相が行ったのは、それのデモンストレーションだったんですよ！」

×

×

×

シャンデリアが壊され、逃げまどう人々。

×

×

×

小　林「実際の装置は、あれの何億倍もの力があるはずです！　あのツングースカの大爆発の様に！」

×

×

×

ツングースカ大爆発の動画イメージ。

×

×

×

一　同「……」

葉　子「それで……誰にも見つからないうちに……二十面相より早く見つけ出して、壊してしまいたかったのです」

明　智「絵は調べましたが、何も見付かりませんでしたよ」

葉　子「（がっかり）……そうですの」

平　吉「絵の具の下にあるんじゃないか？」

と、突然、口を挟む平吉。

小　林「だまれ！」

明　智「絵の具の下？」

と驚く明智。

平　吉「わざわざ描かせた絵なんだろ？　（源治に）絵の中を、調べるにはどうすればいい？」

源　治「電磁波撮影機……かな？」

平　吉「電磁波？」

源　治「中身を透かした写真が撮れるんだ」

明　智「それはどこにある？」

源治に迫る一同。

源　治「それが……」

言いよどむ源治。

平　吉「？」

小　林「もったいぶらないでさっさと言え。どこにある？」

源　治「陸軍省情報研究所だ」

小　林「情報研究所！」

明　智「（難しい顔をして）……」

葉　子「そこは、大変な場所なのですか？」

源　治「諜報機関の中枢で、警備も並じゃない」

葉　子「……まあ」

小　林「正式に依頼してみては？　明智先生の名か、葉子さまの名で」

葉　子「とんでもありませんわ！　軍がこの装置に気付いたら、二十面相より悲劇的です！　早速兵器の仲間入りですわ」

明　智「いや、確かにそうですが……。しかし……」

平　吉「俺たちを使ってくれないか？」

明　智「……何を言い出す？」

平　吉「俺たちならそこに忍び込める」

源　治「おいおい、ちょ、ちょっと待って」

小　林「バカめ……犯罪者の手など借りるか」

必死に食い下がる平吉。

平　吉「この源治はな、軍の施設に詳しいんだ。どうだ？」

源　治「（小声で）バカ、お前、何デタラメ言ってるんだ」

平　吉「大丈夫だから」

明　智「……何が望みだ？」

平　吉「交換条件がある。俺が二十面相じゃないって証言してくれ。俺を捕まえたのはあんただ。あんたが言ってくれたら、みんな信じてくれるよ」

明　智「お前が二十面相じゃないという保証は何もない」

葉　子「それは、私が保証いたします！」

明　智「……」

小　林「先生！　騙されないでください！　こいつは、絶対に二十面相です！」

平　吉「（明智に）俺は、二十面相じゃない！　第一、二十面相がこんな捕まり方するか？　あんた何度も二十面相と戦ってきたんだろ？　一番判るはずだ」

明　智「本当の目的は何だ？」

平　吉「そんなの無いよ！　俺はただ、サーカスに戻りたいだけなんだ！」

明　智「……」

平　吉「……」

　　　　　　明智、近付いて、

明　智「……どんな事でもやるか？」

平　吉「ああ」

明　智「命を懸けてもか？」

平　吉「……ああ」

値踏みするように平吉を見る明智。

と、突然、葉子「はい！」と手を上げて、

葉　子「私もお手伝い致します！」

一　同「え？」

葉　子「（にこにこ）……」

１０７　陸軍省情報研究所・外観（日替わり）
『陸軍省情報研究所』の看板がある。

１０８　同・廊下
明智と浪越警部が、兵士に案内されてやってくる。

兵　士「これが、二十面相からの予告状です」

受け取る明智、中を見る。

明智、さらりと目を通すとそれを浪越に渡す。

浪越警部「『電磁波撮影機を頂戴する。怪人二十面相』……二十面相め。ぬけぬけと」

明　智「で、その電磁波撮影機というのはどこに？」

兵　士「こちらです」

と、研究室の一室に案内する兵士。

１０９　同・電磁波撮影機の前
電磁波撮影機を示す兵士。

兵　士「こちらであります」

と、葉巻を吸っている上官が口を挟む。

上　官「わざわざ警務局や民間人の探偵に出向いてもらう必要など無かったんだ」

浪越警部「いえ、やはり二十面相といえば、第一人者は、明智先生ですから……」

上　官「二十面相がどこから来ようと、我々の警備の前には、手も足も出ませんよ」

明　智「それはどうでしょう？　奴は思いもよらない手を使う時がありますからね」

上　官「おや、明智先生ともあろうお方が、あんなこそ泥に大した評価ですな」

明　智「その油断が一番危ないんです。そうですよね？　浪越警部」

浪越警部「申し訳ありませんでした。奴の脱走は、全て我々警務局の油断が原因です」

上　官「……」

明　智「やつは、二十面相という名の通り、二十の顔を持つ男です。もしかすると、すでに我々の中の誰かにまぎれ込んでるかもしれません。例えば、先ほどから私の事を邪魔者にしようとしているあなた！」

明智、上官を指さす。

上官、ギョッとしてかぶりを振る。

明　智「ははは、冗談ですよ。そう言う可能性も考えておかなければいけないということです」

上官、汗をぬぐう。

上　官「何を見てる！　持ち場に戻れ！」

兵　士「は！」

明　智「で、ご自慢の警備の状況というのはどのような？」

上　官「それはもう。まずこの床ですが、うわあっと！　これ以上入らないで下さい」

浪越警部「おぉ」

上　官「（指し示して）こっからの床板は全て感圧式になってましてね。それとこれもご覧下さい」

　　　　　　上官、空中に煙を吐き出す。煙に反射して赤いライ

　　　　　　ンが空中に現れる。

浪越警部「おぉ？　おお？」

上　官「最新式のレイザー光線の原理を応用した警報装置です」

浪越警部「レイザー？」

上　官「そうです。ここを何者かが通るとブザーが鳴り響き……」

明智、無造作にレーザーの中に手を入れる。

激しくブザーが鳴り響き、ドアが閉まる。

大混乱になる情報研究所内部。

門が閉じられ、兵士達は、一斉に電磁波撮影機室に向かう。

電磁波撮影機室に閉じこめられる明智達。

上　官「（無線に）慌てるな、これは演習だ！　繰り返すこれは演習だ」

上官、電磁波撮影機室のドアを鍵を使って開ける。

扉の前に、大勢の兵士が銃を構えている。

上　官「演習だ！　戻れ！」

戻ってくる上官。

上　官「（明智に）何をするんですか！」

明　智「あいやぁ、失敬。これが、どれほどのものか試してみたかったものですから。しっかし、素晴らしい反応だ。これでは例え二十面相といえども、おいそれとは盗めないでしょう」

上　官「まず実行は不可能かと。万が一ここまで侵入する事が出来たとしても、この警報装置群がある限り、奴はここで袋のネズミです」

明　智「素晴らしい。ここの設備は日本一だと聞いてはいましたが……これは確かにあなたのおっしゃるとおり、私の出る幕は無いかもしれませんね」

そう語る明智の胸元に小さな無線機のマイクが取り付けられているのが判る。

１１０　同・近くの路上・車中
無線を聞いている源治。

源　治「……厄介だな」
１１１　同・近くの広場
何かの乗り物に乗って、無線を聞いている葉子。

葉　子「……厄介ですわね」

１１２　同・電磁波撮影機の前
明　智「で、警備の兵士はどのくらい？」

上　官「二十面相にまんまとやられたのでは、面目まるつぶれですからな。百名の兵士と」

明　智「（声が裏返って）ひゃ、百？」

上官、窓の鎧戸を開けて、外を見せる。

上　官「マシンガンを用意してあります」

屋上の上にマシンガンが設置されている。

明　智「まぁ、シンガン…。ハハハ、素晴らしい。しかし勢い余って二十面相を殺してしまっては困ります。いや、困るんですよ。そうですよね？　浪越警部」

浪越警部「あぁ、そうですとも。まだ奴から聞き出さなければならないことはたくさんあるんです。行方不明の美術品もまだまだ残っているんですから。その辺は徹底して頂きたい」

上　官「もちろん、その件は伝えてあります、が、何しろうちの者達はこれを挑戦状と捉えていましてな……血の気の多い奴らです。二十面相も無事に済むかどうか……」

やや、冷静さを失う明智。

明　智「いやいやいやいやいや、とにかく、二十面相の命は保証して下さい！　奴に死なれると、とても……もう、（困って）とても、困る、ことになるんですよ！」

浪越警部「（不審に思って）……明智さん？」

明　智「あいやその……奴には仲間がたくさん居る、かも？　その辺も二十面相から、しっかり聞き出さないと！　ね」

浪越警部「……（なるほど）」

上　官「この部屋で生きて捉えられたら、有りがたいんですがね」

明　智「あーん、もぉ（心細い）」

と、その時、ドアが勢いよく開くと、もう一人の明智が源治と小林を従えて現れる。

もう一人の明智「そこまでだ！　二十面相」

ギョッとする浪越警部や上官、兵士達、二人の明智を見比べる。

一　同「……」

もう一人の明智「そいつは私に変装した二十面相だ！」

一　同「（混乱）……」

先にいた明智が低く笑い始める。

明　智「（途中から平吉の声？）ハハハハハ、良く気が付いたな明智君」

明智がどこからともなく繰り出したマントを翻すとそこには早変わりした二十面相が立っている。

しかし、その二十面相のマスクはいつものフルマスクではなく、半面のマスクだ。

もう一人の明智「捕まえろっ！」

兵士達「！」

我に返る兵士達。

一歩早く二十面相が窓から外に飛び出す。

上　官「追え！　裏手に回れ！　くっそ！」

明智のマスクが床に落ちている。

それを拾う浪越警部。

浪越警部「なんと言うことだ！」

そういうと、飛び出していく。

上　官「Ｋ-２０（ケイニイマル）確認。事務棟方面に逃走。全

　　　員配置に付け！　絶対に逃がすな！」

庭から、激しい銃撃の音が聞こえてくる。

心配そうな源治。

源　治「……」

１１３　同・庭
逃げる二十面相。

と、前方から兵士が向かってくる。

二十面相、来た道をとって返すと、車が迫ってくる。

とっさに車を飛び越える二十面相。

兵　士「居たぞ！　追え！　追え！」

兵　士「追え！」

車が急ブレーキをかけ、ハンドルを切ると、兵士達の行く手を塞ぐ。

逃げる二十面相を追うように、銃弾が放たれる。

平　吉「見えね！」

二十面相、マスクを取るとその下から平吉の顔が出現する。

と、突然、機関銃が屋上から発砲してくる。

建物の陰にかくれる平吉。

平　吉「勘弁してくれよぅ。ホントに命懸けだよ！」

葉子の声「平吉さま！」

１１４　同・近くの広場
無線に呼びかけている葉子。

葉　子「何とか、ここまで逃げてきて！」

１１５　同・庭
平　吉「無理だ！　奴ら本気だ！」
銃弾が音を立てて飛び交っている。

別の場所からも兵士が近づいてくる。

平吉、絶体絶命。

と、平吉、何か思いついたように屋上を見る。

平　吉「！」

平吉、銃弾に追いかけられる中、扉のガラスを破り、再び建物の中に入っていく。

兵　士「開きませーん」

兵　士「回れ、あっちだ、回れ」

１１６　同・階段
平　吉「聞こえるか、お姫様」

平吉、逃げながら、無線に話しかける。

１１７　同・近くの広場
葉　子「（聞いて）……そんな！　無理です！」

平吉の声「俺を誰だと思ってるんだ？」

１１８　同・廊下
兵士達が迫ってくる。

平吉、兵士達をかわしながら、

平　吉「グランドサーカスの大スター、遠藤、平吉様だ！　明智、プランＢ！」

１１９　同・電磁波撮影機の前
上官が無線で指示を出している。

上　官「相手は一人だろ、何やってんだ！」

源治、明智を見る。

源　治「……」

明　智「小林君」

頷く小林、手の中に潜ませた装置のスイッチを押す。

１２０　同・廊下
廊下が大爆発する。

爆発に巻き込まれる兵士達。

平　吉「あぶね…」

と、前方からもまた兵士達が……。

平吉、出会い頭に、廊下の上にあったパイプに飛びつく。

二つめの部屋が爆発し、兵士達がぶっとぶ。

上に向かって逃げていく平吉。

１２１　同・電磁波撮影機の前
無線に兵士の声が飛び込んでくる。

上官の無線機「第二研究室が爆発しました。敵は複数の可能性があります！　指示を！」

明　智「ここは我々に任せて、あなたは直接指揮を！」

上　官「判りました。お願いします」

扉の鍵を開けて出て行く上官。

明　智「遠藤は、脱出できるのか？」

明智、着ていたコートを脱ぎながら警報装置を無視して装置に近づいていく。

源　治「大丈夫。奴は天才だ。自分じゃまだ気付いてないみたいだがな。あいつはもう、本物の二十面相すら超えてるさ」

明　智「フ…」

小　林「あいつが？」

明　智「時間がない。彼等が戻ってくる前に、これを」

コートの裏に木枠から引きはがしたブリューゲルの絵が縫いつけられている。

１２２　同・廊下
瓦礫の中、浪越警部、メガホンを持って歩いている。爆破に巻き込まれた兵士達を回収する為に、救護班が働いている。

浪越警部「どこだ！　出てこい！　無駄な抵抗はやめろ！　二十面相！」

１２３　同・別廊下
平　吉「だから、俺は二十面相じゃないって！」

と、立ち止まる平吉。

平　吉「（気付いて）あ、今は二十面相か」

平吉、そういうと、屋上への扉へ向かう。

１２４　双眼鏡の見た目
屋上に出る平吉を見つける双眼鏡の絵。

１２５　別の屋上・機関銃の側
双眼鏡を持った兵士、無線に向かって。

兵　士「Ｋ—２０、発見！　研究棟屋上！」

別の兵士、機関銃を平吉に向け、準備する。

１２６　屋上
遠くからローターの音が聞こえてくる。

平　吉「（空を見て）！」

向こうからオートジャイロが接近してくるのが見える。

オートジャイロには、縄ばしごがぶら下がっている。

１２７　オートジャイロのコックピット
葉　子「平吉さま！」

１２８　陸軍省情報研究所・屋上
平　吉「……」

急接近してくるオートジャイロ。

走り出す平吉。

平　吉「……」

スローモーションの中で、平吉、タイミングを合わせてジャンプ！

縄ばしごを見事に掴む平吉。

その身体がグンと空中に引き上げられる。

屋上の扉が開き、飛び出してくる浪越警部、上官達。

上　官「撃て、撃て、撃て！」

　　　　　　地上の兵士達、ジャイロにむかって撃つ。

葉　子「平吉さま！　笑って！」

平吉、二十面相風に高笑いする。

平　吉「ハハハハハハハ！　ハハハハハ！」

平吉の高笑いを残して飛び去るオートジャイロ。

浪　越「二十面相降りて来い！卑怯もの！撃て！　撃て！」

１２９　オートジャイロのコックピット
平吉、コックピットに登ってくる。

平　吉「やったな！」

葉　子「さすがサーカスの大スター！　お見事でした」

興奮している二人。

平　吉「いやいや、あんたもよくこれ操縦できるね！」

葉　子「良家の子女のたしなみです！」

平　吉「でも、すごーい！」

葉　子「あはは・・・おっと！」　
　　　　　　笑い合う二人。

１３１　明智邸・ラウンジ（夜）
楽しそうに笑いながら現れる葉子と平吉。

平　吉「いや、ほんとにすごかった」

葉　子「おケガはありませんでしたか？」

平　吉「大丈夫！　それどころか楽しかったよ」

葉　子「私も楽しかったです」

明　智「……」

明智が待っている。

平吉・葉子「……」

明智の存在に、笑うことを止める二人。

明　智「見事な脱出劇だったな、遠藤」

平　吉「撮影機は使えたか？」

明　智「ああ。源治さんが今、現像している」

平　吉「小林くんは？」

明　智「報告書を作成する為に浪越警部と一緒に軍警に行ってる。それより……」

明智、シャンパンを開け、グラスに注ぐ。

明　智「とりあえず乾杯だ」

平　吉「俺の疑いは晴れた？」

明　智「本物の二十面相を捕まえるまでは、百パーセントとはいかないなぁ」

平　吉「……」

明　智「だが、認めよう。君の命がけの働きに敬意を表して」

平　吉「本当か？」

明　智「あぁ、本当だ。明智小五郎の名にかけて、君の無実を証言してやる」

平　吉「！（嬉しい）」

葉　子「平吉さま、おめでとう！」

平　吉「これで俺もシンスケも、サーカスへ戻れるよ！」

明智、グラスを掲げる。

明　智「無実の罪を着せられた英雄に」

ニコニコと微笑んでいる葉子。

葉　子「（明智に）真実を追究する、その勇気に」

平　吉「俺たちの正義に」

一　同「乾杯」

乾杯する三人。

×

×

×

数本のシャンパンボトルが空いている。

葉子、寝息を立てて寝ている。

明　智「葉子さんがこんなに飲むとは知らなかったな」

平　吉「……初めて見たとき……こいつは、白い鳩の様だった」

明　智「……」

平　吉「知ってるだろ？　本当は、大空を飛びたがっているんだ」

明　智「……」

平　吉「なぁ。こいつを羽ばたかせてやってくれよ」

明　智「……そうだな」

幸せそうに眠っている葉子。安心したように、しかし少し寂しそうに見ていた平吉。

平　吉「……お前、いけ好かない、どーしようもない奴だと思ってたけど、結構、いい奴なんだな」

明　智「（笑って）お前も、無教養で、頼りない奴だと思ってたが、そうでもないんだな」

改めて乾杯をする平吉と明智。

と、そこに源治がネガを持ってやってくる。
源　治「出来上がったぞ」
Ｒ―７

　　　　　　　　　×　　　×　　　×

それを見る平吉、明智。

そこには、数字と図形が描かれていた。

平　吉「何だ？　これ？」

源　治「さあな、謎が謎を呼ぶだな」

と、いつの間にか、目を覚ましていた葉子、手を挙げる。

葉　子「私、わかりマース！　あ、ごめんなさい」

祖父から貰ったからくり箱を鞄から取り出す葉子。

葉　子「この模様と同じですもの」

からくり箱の配置と、電磁波撮影機で写された図形が一致する。

明　智「どういうことだ？」

平　吉「ちょっと貸して」

葉　子「はい」

平吉、からくり箱をネガに記されたガイドに従って動かす。

からくり箱が別の形に変形する。

葉　子「どういうことですの？」

明　智「……」

が、平吉が思い出す。

平　吉「これ……。羽柴ビルの床の模様だ」

一　同「……」

葉　子「……本当。大ホールの模様と同じだわ」

明　智「……」

とその時、明智、何かを見つける。

明　智「そのカード……」

テーブルの端にいつのまにかカードが一枚置かれている。

一　同「？」

源治がカードを開き、中を見る。

源　治「……いつの間に」

と、そこには『テスラ装置を頂戴する。ニセモノには死を！ 怪人二十面相』と書かれている。

一同に緊張が走る。

源　治「おい、平吉」

源治、おもむろに銃を取り出すと、平吉に渡す。

平　吉「？」

源　治「とりあえず持っとけ」

平　吉「ああ」

平吉、銃をしまう。

と、突然、明智が窓外に何かを見、平吉に覆い被さる。

明　智「危ない！」

銃声が響き、窓硝子が割れる。

と、同時に明智の肩から鮮血が飛び散る。
葉　子「きゃあっ！」
平　吉「明智！」

葉　子「明智さま！　明智さま！　明智さま！」

平吉、明智を抱きかかえる。

駆け寄る葉子。

葉　子「お医者さまを、お医者を呼んで下さい！」

源　治「！」

源治、電話に飛びつく。

平吉に抱かれた明智、苦しい息の中で言う。

明　智「ま、窓の外に二十面相が……」

明智、気を失う。

葉　子「明智様！」

平　吉「明智、明智！　明智！」

明智、目を覚まさない。

葉　子「平吉さま、早く行って！」

平　吉「……」

葉　子「二十面相の手に落ちる前に、テスラ装置を壊して下さい」

葉子、平吉にカラクリ箱を渡す。

平吉、葉子を見る。

源　治「直ぐに医者が来る」

葉　子「私はここに残ります」
葉　子「……」

平　吉「……」
平　吉「判った。大丈夫、必ず壊す」

平吉、葉子に明智を預けると、外に飛び出す。

源　治「平吉！」

源治も後を追う。
見送る葉子。

葉　子「……」

明　智「……」

１３２　羽柴財閥ビル・外観（早朝）

１３３　同・ホール
大ホールの巨大な扉を押して開けて、平吉と源治が入ってくる。

模様のある中央の床に近づく二人。平吉が足下の蓋

に気付く。

平　吉「ここだよ」

源　治「ん？」

源　治「灯台もと暗しってのは、このことだな」

平　吉「……」

源治が蓋を外すと、カラクリ箱と同じ形の窪みが現れる。

平吉、変形したカラクリ箱をそこにはめ込む。

すると、アラートがなり始め、床が複雑に開き始める。

源　治「すげぇ」

鉄骨の構造体がむき出しになり、床下から様々な機械がせり上がってくる。

それらは絡み合うように一体化し、巨大なテスラタワーを構築し始める。

長い塔が天井のガラスドームを打ち破りそうになるのに合わせ、ドームが開き、テスラタワーの全貌が現れる。

１３４　同・付近の路上
羽柴ビルの異変に気付いた路上の人々が、様々な場所でテスラタワーを指さしている。
帽子紳士「なんだあれは…」

１３５　同・最上階・ホール
源治、感心して上を見上げている。

源　治「はぁー。流石、日本一の羽柴財閥。規模が違うねぇ」

平　吉「源治」

ぼけっと上を見上げている源治を呼ぶ平吉。

タイプライターの様なキーボードや、世界地図の座標のあるコントロールパネルの前に立つ。

平　吉「……どうすればいいんだこれ？」

源治、やってきてざっと見る。

源　治「座標を打ち込むようになってるな。このビルが座標０で、こいつが起動キーだ」

源治、刺さっていた起動キーを回す。

凄まじい音と共に、あたりに風が起こり、テスラコイル特有の放電が始まる。

平　吉「壊せるか？」

源　治「あぁ、多分な。だが、もったいねぇなぁ、壊すの」

平　吉「何いってんだよ」

源　治「使い方によっちゃ、凄い装置だぞこいつは。ノガミにだって、電気を送れる」

平　吉「ノガミにも？」

源　治「ああ。どうする？　本当に壊すのか？　こいつがありゃあ、シンスケ達だって、もう寒い思いはしなくたって済むんだ」

平　吉「いや。壊そう。お姫様がそう望んでるんだ」

源　治「……わかった」

源治、キーボードに向かう。

と、上から笑い声がする。

二十面相の声「（笑い声）」

声の方を見る平吉。

上に二十面相が立っている。

二十面相、人とは思えない速さで、飛び降りてくる。

源治、蹴り飛ばされ、気を失う。

平　吉「源治！」

二十面相「案内、ご苦労だったな」

二十面相、コントロールパネルに向かってくる。

平吉、コントロールパネルの起動キーを抜く。

テスラ装置が停止する。

平吉、鍵を見せながら、

平　吉「来いよ。俺からこれを奪ってみろ」

二十面相、凄い速さで平吉の元へやってくる。

焦る平吉。

二十面相の攻撃をかわして、タワーの上に逃げる。

１３６　同・タワー
平吉、起動キーをビルの外に放り投げる。

二十面相、平吉のワイヤーを強制的に射出させると、走ってキーに向かってジャンプする。

キーを空中で捕まえると、平吉のワイヤーを利用し、そのままぶら下がる二十面相、平吉を落とそうと、ワイヤーを引いている。仕方なく、ワイヤー装置を巻き戻す平吉。二十面相、その勢いをそのまま利用して平吉に飛びかかる。

食らって吹っ飛ぶ平吉。対峙する二人。平吉、再度ワイヤー装置を巻き戻す。

強烈な勢いでぶつかり合う二十面相と平吉。

二十面相の手から吹っ飛ぶキー。

平吉、空中でキャッチすると、そのままホールへ落ちて行く。

空中で二十面相に向けてワイヤー装置を撃つ平吉。

二十面相の仮面が外れ、ワイヤーを踏む、二十面相。

１３７　同・ホール
落ちてくる平吉、空中にぶら下がる。

落ちてくる仮面。

遅れて降りてきた二十面相は、ワイヤー装置の先を持っている。

平　吉「！！」

二十面相の顔を見て、愕然とする平吉。

そこには……信じられないことに明智の顔があった。

明　智「……」

平　吉「……明智？」

明　智「そうだよ。遠藤平吉」

混乱する平吉。

平　吉「どうしてあんたがここに？　さっき俺をかばって、撃たれたんじゃなかったのか？」

明　智「なかなかの臨場感だっただろ？　ここに小さな仕掛けをつけておいたんだ」

平　吉「……何言ってんだよ？」

明　智「まだ解らないのか？　俺が二十面相なんだよ。俺が探偵明智小五郎と怪人二十面相の、二役をやっていたのさ」

平　吉「……！」

×

×

×

陸軍省情報研究所での様子。

予告状を手渡される明智。

明智の声「二十面相から予告状が届くと、探偵明智小五郎の元に警護の依頼が来る」

×

×

×

明智、電磁波撮影装置の前に案内される。

明智の声「すると、普段は厳重に管理されているはずの品物が、探偵の目の前に置かれる」

×

×

×

明智の声「警備の目が二十面相に向いている最中に、盗むなり、偽物とすり替えるなりするのさ」

逃げる平吉二十面相。

×

×

×

明智、コートを脱ぐと、そこにはブリューゲルの絵。

×

×

×

明　智「お前とやったトリックを、いつもは一人でやっていたんだ。自作自演さ。物を盗むのにこれほど楽な方法はない」

平　吉「……あんたが二十面相？　ずっと？……最初から？」

明　智「そうだよ」

平　吉「俺が会った二十面相は別人だった！」

明　智「気に入ってるんだよ」

　　　　　　マスクを外すと、謎の紳士の顔が現れる。

謎の紳士「この顔は」

マスクを床に放り投げる明智。

そこには、あの顔に傷のある紳士の顔があった。

平　吉「……。サーカスの技は？　あんた華族だろ？」

明　智「もともとの俺はお前達のお仲間さ。今の身分は金で買ったんだ。だがまずいことに、最近公安が調査を始めてね。葉子との婚礼までは待てなかった」

×

×

×

黒い服の男。

×

×

×

ようやく事態の全貌が飲み込めてくる平吉。

平　吉「じゃあ、あんたが俺をはめたのか？　あんたが俺を二十面相に仕立て上げて、自分で捕まえたのか！」

明　智「その通りだ。お前の能力には感服したよ」

平　吉「葉子はどうした！！」

明　智「葉子？　あの女はもう用なしだ」

平　吉「！　きさまぁーッ！」

ワイヤーを解こうとする平吉。
明智、ワイヤーを更にたぐる。引き上げられる平吉。

明　智「俺と来い、遠藤平吉！」

平　吉「ふざけんな！」

明　智「俺と手を組むんだ。そして一緒に、新しい世界を創ろう」

平　吉「新しい世界？」

明　智「ああ。俺やお前のように才能のある人間だけが生き残る世界だ。華族達のように努力をしない人間や、無能な人間は必要ない！」

平　吉「！！」

明　智「お前なら、俺の右腕になれる」

明智、手を差し出すと、
明　智「鍵をよこせ」

平　吉「（鍵を握った手を見せながら）あんたこれで、何をしようとしてるんだ」

明　智「既存のものをぶちこわすには、圧倒的な力が必要なんだよ」

平　吉「……」

明　智「変電所、石油コンビナート、全てこれで破壊する。エネルギーを制すれば世界を手にしたも同じだ」

平　吉「……あんたは腐った華族と同じだ。華族を倒して、新しい権力者になりたいだけじゃないか」

明　智「……」

平　吉「自分の願いを叶えるのに、俺は権力など必要ない」

明　智「（屈辱を感じて）……俺とは、組めないと言うのか？」

平　吉「ああ。俺の道は、あんたとは違う」

平吉、ゆっくりと、テスラ装置を見上げると、

平　吉「約束したんだ。必ず壊すって」

明　智「……残念だよ。とても残念だ、遠藤平吉。同じ境遇のお前となら分かり合えると思ったのに」

明智、平吉に銃を向ける。

明　智「こういう物を使うのは、俺の美学に反するんだがね」

平　吉「……明智、止めろ」

明　智「……さよならだ。自分の愚かさを恨め」

火を噴く拳銃。

平吉の胸から鮮血がほとばしる。

平吉の動きが止まる。

明智、床に落ちた鍵を拾うと、寂しそうに動かない平吉を見上げる。

明　智「……」

そして、コントロールパネルに向かう。
Ｒ―８
コントロールパネルの前に立つ明智。
起動キーを差し込み、回す。

エネルギー発生プロセスが始動し、轟音と共に風が巻き起こり、テスラタワーの先端に放電が始まる。
明　智「（息づかい）」
懐から座標を書いた紙を取り出し、備え付けられているタイプライターの様なキーボードで、その数字を打ち込んでいく。

座標が打ち込まれると共にスケールが動き、世界地図に印がつく。

明智、何かを断ち切るように厳しい表情に戻ると、エンターキーを押す。

備え付けられたタイマーのカウントダウンが始まる。
明智、再び、エネルギーの標的座標を見る。

と、その瞬間、座標表示装置が自動的に動き出し、座標０のテスラタワーそのものに照準を合わせる。

明　智「……？」

座標表示装置の後ろから源治が顔を出す。

源　治「この機械、平吉が時間稼ぎしている間に、ちょっくら、手加えさせて貰ったよ」

源治、コードを何本か持っている。

明　智「！」

平吉の倒れた場所を見る明智、平吉はいない。

すると、目の前に平吉が降り立つ。

平　吉「どう？　なかなかの臨場感だったろ？」

明　智「……なぜだ？」

平　吉「あぁ、これ？」

平吉、カラクリ拳銃で近くの壁を撃つ。

その壁からも、生きた人間の様に血糊が飛び散る。

明　智「……！？」

平　吉「血糊が仕込んである、サーカスのカラクリ銃だ」

源　治「こんな銃でも脅しにはなると思ってな」

×

×

×

　　　　　　回想。明智邸ラウンジにて。

源　治「平吉」

源治、おもむろに銃を取り出すと、平吉に渡す。

源　治「とりあえず持っとけ」

平　吉「ああ」

×

×

×

明　智「きさま！　どういうことだ！　俺の正体が判っていたのか！？」

平　吉「いや。俺たちは誰が二十面相か知らなかった。それに、あんたを疑ってたのは、俺達じゃない」

明　智「……」

平　吉「葉子だよ」

明　智「！！ 葉子が？」

×

×

×

──源治の家。

葉　子「デザイナーに化けた二十面相の」

×

×

×

葉子の声「手の形が……ある人に似ているのです」

──葉子に触れるデザイナーの手。

デザイナーの手をじっと見ている葉子。

×

×

×

明　智「……」

明智、思わず自分の手を見る。

平　吉「お終いだ。明智。お前の負けだよ」

タワーのすぐ上にエネルギーボールが出現し始める明智、狂ったように座標表示装置をいじりはじめるが、座標は変わらない。

その放電の影響で、様々な場所で爆破が起こり、内壁が崩れ始める。

源　治「平吉、逃げるぞ！」

逃げ出す源治。

だが、平吉は残る。

明　智「くっそ」

平　吉「明智！　諦めるんだ！」

明　智「（装置に集中している）……」

平　吉「行こう！」

カウントダウンがゼロに近づいていく。

明智、必死に機械を戻そうとしている。

明　智「……」

平　吉「……」

それを見ている平吉、諦めて去ろうとワイヤーを撃つ。

明　智「遠藤平吉！」

平吉、止まる。

明　智「俺は負けちゃいない！」

平　吉「……」

明智、意地悪そうに微笑む。

明　智「判っているのか？　もう誰もお前の無実を証明してはくれない！　お前は一生、二十面相として生きていくしかないんだ！」

平　吉「構わないさ」

明智、平吉の答えに驚く。

明　智「……」

平　吉「俺は、新しい二十面相として生きていくよ」

平吉、そういうと去っていく。

カウントがゼロを指し示し、タワーの上空に、凄まじいエネルギーボールが完成する。

それを見上げる明智。

明　智「……」

エネルギーボールが、真っ直ぐテスラタワーめがけて落下して来る。

明　智「……綺麗だ」

１３８　同・最上階
平吉、地上に向けてダイブする。

１３９　同・全景
エネルギーボールの直撃を受け、大爆発するテスラタワー。

精密な積み木細工が崩れるように大崩壊していく。

１４０　空中
平吉、ワイヤーを発射し、落下を止めようとするが、失敗する。

このまま落下するかと思われたその時、オートジャイロの爆音が近づいてくる。

平　吉「！」

葉子のオートジャイロ。

葉　子「平吉さまーーー！」

平吉と平行に飛ぶジャイロ。

葉子、平吉に手を伸ばす。

平吉、その葉子の手をとると、ジャイロに乗り込む。

しかし、真っ直ぐ瓦礫と共に落下していくオートジャイロ。

道路が迫ってくる。

平　吉「うわああああああああ！」

葉子、スロットルを限界まで開ける。

エンジンが悲鳴を上げる。

葉　子「飛べええええええええええええ！」

オートジャイロ、迫ってくる地面すれすれで、上昇し、帝都タワーの横を通り過ぎる。

その後ろで羽柴ビルが完全に崩壊する。

複雑な表情で崩壊するビルを見つめる平吉。

平　吉「……」

オートジャイロが飛び去っていく。

１４１　丘の上
丘の上にオートジャイロが着陸している。

平吉の手を借りて、コックピットから下りる葉子。

葉　子「すみません。遅くなってしまって……薬で眠らされて……」

平吉、葉子を引き寄せると抱きしめる。

平　吉「……良かったぁ無事で……」

葉　子「……」

平　吉「……本当に良かった」

葉　子「……」

葉子、平吉の背中に手を回そうとするが……。

平　吉「……あ、悪い。悪い悪い悪い。華族のお姫様に対して、失礼だったな」

葉　子「いいえ。そのようなことは」

平　吉「……」

葉　子「平吉さま。もうサーカスへは戻れないのですね」

平　吉「大丈夫」

葉　子「え？」

平　吉「俺はさ、俺のやり方でサーカスを続ける方法を思いついたんだ。それも狭いテントの中なんかじゃなくて」

葉　子「……？」

平　吉「あれだよ」

平吉、眼下に広がる帝都に歩み寄る。

ちょうど昇り始めた朝日に照らされてきらめくビル群。

平　吉「あれが俺の新しい舞台だよ！」

葉子、平吉の後ろ姿に、

葉　子「……平吉さま、私も一緒に」

平吉の顔に幸せが広がる。

が、必死に思いを断ち切り、振り返る平吉。

平　吉「俺達はさ、それぞれ自分の場所があるんだ。あんたは日の当たる道を。俺は夜の道を行くよ」

葉　子「……」

平　吉「大丈夫。俺はいつだって、あんたのことを見守ってるから」

葉　子「……」

平　吉「笑って」

平吉、ニッコリしながら胸元から一匹の鳩を取り出す。

葉　子「まあ」

鳩が勢いよく飛び立つ。

思わずそれを目で追う葉子。

ハッとして目を戻すと平吉が消え去っている。
今にも泣き出しそうな顔で微笑む葉子。

１４２　ノガミ（一ヶ月後・夕）
『一ヶ月後』

小さな花。

トラックがやってきて、止まる。

荷台からシンスケ、運転席と助手席からは、長屋の住人達が降りてくる。

シンスケ「平吉にいちゃんから届いたよ！」

その声に、わらわらと出てくる浮浪児達。

長屋の住人がトラックから物資を下ろし、浮浪児達に生活用品を配るシンスケ。

健　作「よいしょ！　おらおら、はい、はい、下がって下がって、

　　　はい、はい、おらおら」

辰　夫「下がって、危ないよ。はーい、慌てないよ、慌てない。一人、一個だよー」

１４３　泥棒長屋・源治の家（夕）
菊子、作業中の源治にお茶を置く。

菊　子「何作ってんだい？」

源　治「んー、平吉の。もっと軽くしようと思ってな」

　　　　　　菊子、源治の肩をトントン。

　　　　　　源治、煙草を一服。

１４４　帝都（夕）
巨大なビルヂングが暮れていく光に照らされている。

帝都を進むオートジャイロ。

下界はすでに無数の明かりがまるで宝石をちりばめたかのように輝いている。

その下で軍警達が走り回っている。

無線の声「第一狙撃班、配備完了！」

　　　　「了解。指示を待て」
　　　　「第二狙撃班、第三狙撃班、共に配備完了！」

　　　　「了解。指示を待て」

　　　　「第四狙撃班、配備完了！」
　　　　「了解。全狙撃班に告ぐ。ケイニイマルは何処から現れるか分からない。しかし、予告状にある通り、必ずや現れる。見逃す事の無いよう、油断の無いよう、すぐに狙撃体勢を取れるよう、細心の注意を怠るな！追って指示を出す！」
　　　　「第一狙撃班、了解！」

　　　　「第二狙撃班、了解！」

　　　　「第三狙撃班、了解！」
　　　　「第四狙撃班、了解！」
あちこちを照らし出すサーチライト、鳴り響くサイレンの音。

慌ただしいムードにあふれる地上。

カードを手に怒り狂う浪越警部。

浪越警部「くそっ二十面相め、またもや大胆な犯行予告を！　く

　　　っそぉ」

そこに小林が現れる。

小　林「浪越さん、警備のほうは？」

浪越警部「万全です！　アリがはい出す隙間もありません」

小　林「今日こそ奴を捕まえましょう！　明智先生の敵を討つんです」

浪越警部「もちろんですとも」

１４５　羽柴ビル・表（夕）
ビルから出てくる葉子。

お嬢様というよりは、企業家の雰囲気に変わっている。

階段に群がる報道陣。

フラッシュの嵐。

新聞記者の一人が、葉子に質問を浴びせる。

新聞記者「従来のやり方を１８０度転換させて、企業内からの反発はありませんか？」

葉　子「ええ、もちろん、様々な障害はあります。でも、富の独占は、無意味だと気付いたのです。それが、個人であっても、例え、企業であっても。全ては社会に還元されなければなりません……それに、私は一人ではありません。私には力強い味方がおりますので」

葉子、空を眺めると、

１４６ 高層ビルの一角（夕）
ビルの角に据えられた奇怪なガーゴイルの上に黒ずくめの男が立っているのがわかる。

サーチライトに一瞬照らし出される男の顔。

それは二十面相を継いだ遠藤平吉その人である。

下界の慌ただしいムードを楽しむように微笑む平吉。

平　吉「さあ、大サーカスの、始まりだぜ」

平吉、マスクを付け、ガーゴイルにワイヤーを打ち込む。

葉子の声「彼の名は遠藤平吉。でも人は……怪人二十面相と呼ぶ」

平吉、眼下の世界に飛び降りていく。

どこまでもどこまでも落下していく平吉。
　　　　　　黒味にＦ・Ｏ

　　　　　　「Ｋ―２０」
　　　　　　エンドロール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終わり
『K-20 怪人二十面相・伝』完成台本へ向けて08_09_20ver.
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